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科 目 予 算 現 額 決 算 額 主 要 な 施 策 施 策 の 実 施 状 況 と 成 果 等

円 円

第 6款　農林水産業費

１  農 　 業 　 費
３ 農業振興費

 （P130）
2,704,177,000

（5,095,497,000）
翌年度への繰越
事業費繰越額

2,094,000,000
農林水産業基盤
整備事業費

2,448,526,459
（2,693,815,125）
決算額の財源
内訳
国庫支出金

1,441,484,188
財 産 収 入

500,000
繰　入　金

5,979,116
繰　越　金

211,517,000
諸　収　入

12,449,115
府　　　債

156,000,000
一 般 財 源

620,597,040

食品ロス削減事業
（循環型社会推進課）

食の安心・安全推進事
業

（農  政  課）

１　施策の趣旨等
　第３次食育推進計画において、食品ロス削減への取組は「家庭での実践」を基本とすると
位置づけており、これを踏まえつつ、食品の製造、流通、小売、外食など関係業界や消費者
団体等の協力も得て行う府民運動として展開する。

　　　　　　　　指標　　　　　　　　　　　　　　　　目標　　　　　　　実績
食べ残しゼロ推進店舗（飲食店版）認定数　　　　　　200店舗　　　　　　69店舗
食べ残しゼロ推進店舗（食品小売店版）認定数　　　　100　　　　　　　　53

２　施策の実施状況
　府民や食品関係業界等が一体となり、府民運動として食品ロス削減に取り組むため、次の
事業を実施した。

（1）　食品ロス削減研修事業
　食品ロス削減研修会、セミナー等の開催及び京都府食の府民大学の食品ロス関連講座に
よる研修・啓発の実施を行った。

（2）　食品ロス削減啓発事業
　各種イベント、府ホームページ、研修会等を通じて、府民及び事業者へ食品ロス削減に
係る啓発を実施。また、「食べ残しゼロ推進店舗」の認定拡大に向けて、関係団体等と連
携した啓発を行った。　

３　執　　行　　額 1,488,638円

１　施策の趣旨等
　食品生産・製造段階における品質管理の向上や情報提供を促進する登録制度の推進によ　
り「安心・安全の基盤」を強化し、併せて消費者と生産者・事業者の交流や食情報の提供　
による食の安心・安全に関する情報の共有化、食品表示の監視などにより、「食の信頼づく　
り」を推進する。

　指標：食品表示巡回調査の調査店舗数　目標：300店舗　実績：301店舗

２　施策の実施状況
（1）　食の安心・安全登録制度推進事業

　一定の衛生管理基準等を満たす食品を府が登録し、府民に情報提供を行うことにより、
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円 円
食の安心・安全の強化を図った。
ア　きょうと信頼食品登録制度における登録事業者への訪問指導　26業者
イ　登録事業者と消費者の交流会の開催

（2）　食品表示パトロール事業
　誤った食品表示による府民の誤認や健康被害の未然防止のため、違反事実に効率的かつ
迅速に対応し、食の安心・安全の確保を図った。
ア　スーパー、小売店等での表示状況の調査
イ　商品を買い上げて、表示されている原産地の信ぴょう性について科学的検査等を実施
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　39検体

（3）　食品安心・安全確保事業
　東日本大震災による風評被害を防ぐために府内産農畜水産物の放射性物質モニタリング
検査（41検体）を実施し、府民の食の安心・安全の確保を図った。

（4）　くらしの安心推進員設置事業
　食の安心・安全に関心のある府民を京都府くらしの安心推進員（食品表示チーム）及び
リスクコミュニケーターに登録し、食品表示の監視や食品の安心・安全情報の提供、リス
クコミュニケーションを図った。
ア　京都府くらしの安心推進員（食品表示チーム）研修会の開催　６回
イ　京都府くらしの安心推進員（食品表示チーム）登録数　　　 295人
ウ　京都府食の安心・安全リスクコミュニケーションの開催　　　19回

３　執　　行　　額 3,010,212円

１　施策の趣旨等
　「きょうと食いく先生」の派遣、地域の食育支援活動、若い世代を対象とした食育出前講
座等を開催することで、体験型食育を強化し、地域や府民の食育を推進する。

　　　　　　指　標　　　　　　　　　　　　　　　 目　標　　　　  実　績
　きょうと食いく先生の授業数　　　　　　　　　　290授業　　　　373授業

２　施策の実施状況
　学校、保育所、地縁団体等が行う食育活動に「きょうと食いく先生」を派遣するとともに、
大学生を対象とした和食に関する食育講座、府民向け食育シンポジウムの開催等により、幅
広い層の府民の食育への関心を高めた。

３　執　　行　　額 5,686,182円

きょうと食いく先生活
動拡大・強化事業

（農  政  課）
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１　施策の趣旨等
　耕作放棄地の増加等により、多面的機能の低下が懸念される中山間地域等において、中　
山間地域等直接支払事業を実施することで、農業生産の維持を図り、多面的機能を確保す　
る。

２　施策の実施状況
　農業生産の維持を通じて、水源かん養、洪水防止をはじめとした多面的機能の確保に寄　
与した。
　交付金実施市町村　京都市ほか15市町村
　交付金総額　　　　  667,783,051円
　交付対象実施面積　　51,529,281㎡
　集落協定締結数　　　 　　　503協定
　個別協定締結数　　　 　 　　 ３
　活動内容　　　　　農道・水路等の維持管理、共同利用機械の購入、鳥獣被害対策等

３　執　　行　　額 503,114,177円
　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　 　　　　　 （うち補助金　501,431,342円）

１　施策の趣旨等
　米政策の転換や農山漁村の過疎高齢化が進む中、小規模農家も含めた農山漁村全体を守る
地域活動を強化するため、外部人材の活用を含めた地域の基盤づくりや、地域資源を活用し
た「なりわい」づくりから企業と提携したビジネスへの発展まで一体的に支援することで、
トータルマネジメントを行う農山漁村コミュニティ（農村型CMO）の形成を図る。

　指標：持続的な地域経営の体制（農村型CMO等）を構築した地区数（累計）
　目標：37地区（令和４年度まで）　実績：14地区

２　施策の実施状況
（1）　農山漁村コミュニティ維持強化事業

ア　新農山漁村コミュニティ形成支援
　コミュニティが方向性や課題を共有し、移住促進などのコミュニティ維持強化や
  「なりわい」づくりなどのビジネス強化に向けて行う計画づくりを支援した。
　事業実施地域に係る市町村　　京都市ほか６市町
　事 業 実 施 地 区 数　　　　　　　11地区
　事　　　　業　　　　費　　 　 3,601,000円
　補　　　　助　　　　金　　 　 1,791,000

イ　参加型住民（地域外ファン）づくり事業
　地域の協働活動などに参加する参加型住民（地域外ファン）を増やすため、地域が実
施するフィールドワーク活動などを支援した。

中山間地域等直接支払
事業

（農村振興課）

農村型小規模多機能自
治推進事業

（農村振興課）
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円 円
　事業実施地域に係る市町村　　福知山市ほか９市町
　事　業　実　施　件　数　　　　　　　　31件
　事　　　　業　　　　費　　　 　 6,233,546円
　補　　　　助　　　　金　　　 　 5,555,000

ウ　野生鳥獣生活被害防止対策
　通学路などの生活圏内におけるいのしし等の出没状況を把握し、防護柵を設置するな
ど、生活被害を防止する取組を支援した。
　事業実施地域に係る市町村　　福知山市
　事　業　実　施　件　数　　　　　　　１地区
　事　　　　業　　　　費　　 　　 639,000円
　補　　　　助　　　　金　　 　　 426,000

（2）　農山漁村ビジネス強化事業
　農村コミュニティ組織等が展開する地域の活力維持・強化に資する地域おこし活動や　　
地域の特徴を生かした新たな「なりわい」創出を支援した。
　　事業実施地域に係る市町村　　京都市ほか４市町
　　事 業 実 施 地 区 数　　　　 　　　５地区
　　事　　　　業　　　　費　 　  12,575,000円
　　補　　　　助　　　　金　 　　 6,942,000

（3）　農山漁村コミュニティ伴走支援事業
ア　「里の仕事人」「里の仕掛人」の配置
　地域連携組織等の活動を支援する「里の仕事人」や、地域のマネジメントや社会的起
業を行う「里の仕掛人」の配置等を通じ、地域連携組織等の自立を支援することで、農
山漁村地域の再生を図った。
　里の仕事人（府職員）　　　　　　　配置人数　　15人
　里の仕掛人（民間人材）　　　　　　 　 〃　 　　 １

イ　「里の公共員」の配置
　行政等との調整、地域・仕事おこし活動全般を担う「里の公共員」を配置し、住民主
体による農山漁村地域の再生を図った。
　里の公共員　　　　　　　　　　　  配置人数　　13人

３　執　　行　　額 45,789,013円

１　施策の趣旨等
　「京都府移住の促進のための空家及び耕作放棄地等活用条例」に基づき、市町村と連携し
ながら、移住者の受入れに取り組む地域を支援するとともに、新たな担い手の確保を核とし
た都市との共生によるまちづくりを総合的に推進することで、将来にわたる活力ある農山漁

京都移住促進プロジェ
クト事業

（農村振興課）
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村地域の創出を図る。

　指標：農山漁村等へ移住した都市住民等の人数　
　目標：6,160人（令和元年度～令和５年度）　　実績：604人

　　　
２　施策の実施状況
（1）　京都移住コンシェルジュの配置、京の田舎ぐらし・ふるさとセンター（移住相談窓口）　　

の設置・運営
　農山漁村地域への移住相談に対応するとともに、都市部での移住セミナー及び現地見学
ツアー等を実施し、移住希望者と受入地域のマッチングを図った。
　移住コンシェルジュの配置人数　６人
　相談者数　　　　　　　　　  1,364
　移住者数　　　　　   　281世帯604

（2）　農山漁村地域への移住促進対策
　地域連携組織等による受入体制づくりや空き家改修等に対する支援を実施し、移住者の
確保を図った。
ア　移住促進住宅整備事業
　　　　実施市町村　　  　　　件数　　　　　事 業 費　　　　　　 補 助 金
　舞鶴市ほか10市町村 45件 126,105,000円 39,274,000円

イ　空家流動化促進事業
　　　　実施市町村　　  　　　件数　　　　　事 業 費　　　　　　 補 助 金
　福知山市ほか10市町村 43件 4,437,000円 2,150,000円

ウ　移住者起業支援事業
　　　　実施市町村　　  　　　件数　　　　　事 業 費　　　　　　 補 助 金
　　舞鶴市ほか２市 ７件 40,458,000円 10,095,000円

エ　地域受入体制整備促進事業
　　　　実施市町村　　  　　　件数　　　　　事 業 費　　　　　　 補 助 金
　　　宮　津　市 １件 326,000円 162,000円
　　　亀　岡　市　　　　　  ２ 　　　　　　 728,000 　　　　　　 360,000
　　　　　計　　　　　　　  ３　　　　　  1,054,000 　　　　　　 522,000

オ　きょう住（ずまい）応援金事業
　　　　実施市町村　　  　　　件数　　　　　事 業 費　　　　　　 補 助 金
　　　南 山 城 村 ３件 1,200,000円 1,200,000円

カ　京のふるさと暮らし体験推進事業
　　　　実施市町村　　  　　　件数　　　　　事 業 費　　　　　　 補 助 金
　　　亀　岡　市 １件 3,248,000円 1,500,000円
　　　南　丹　市 　　　　　  １　　　　　 3,151,000　　　　　 1,500,000
　　　　　計　　　　　　　  ２　　　　　 6,399,000　　　　 　 3,000,000
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円 円
３　執　　行　　額 108,561,000円

　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　 　  （うち補助金　103,761,000円）

１　施策の趣旨等
　野菜の収穫体験の実施等農山漁村の実りや暮らしを体験できる地域資源を磨き上げ、エリ
ア全体を滞在施設化する取組を支援した。

　指標：農観ブランディング作成農山漁村
　目標：３地区（令和元年度）　実績：３地区

２　施策の実施状況
（1）　地域ブランディング推進事業（ソフト対策）

　魅力ある地域資源を磨き上げ、地域を総合的にブランディングする取組を支援した。
　市町村名　　　　　　　　事業内容　　　　　　　    事 業 費　　　    補 助 金
　綾  部  市　　アウトドア体験教室の開催等　　 1,000,194円　　 1,000,000円
　南  丹  市　　インバウンド観光客の誘致活動等　　 1,131,329　 　　1,000,000
　南山城村　　プロモーション映像の制作等　　 1,020,419　　　 1,000,000
　　  計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   3,151,942　　　 3,000,000

（2）　地域内集落景観整備事業（ハード対策）
　「見たい、行きたい、体験したい」地域を創り上げるため、集落内の環境及び景観の整
備を支援した。
　市町村名　　　　　　　　事業内容　　　　　　　    事 業 費　　　    補 助 金
　綾  部  市　　「山家ふれあいの駅」の一部整備　　　 572,396円　　　 286,000円

３　執　　行　　額 3,286,000円
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （補助金）

１　施策の趣旨等
　地域の特性を生かした農林漁業の振興、山村地域と都市との交流促進とこれを支援する豊
かな自然環境の保全及び地域の担い手の確保・育成に必要な事業を実施する。

２　施策の実施状況
　市町村名　 　　　　事業内容　　 　　　　   事　業　費　　 　　 補　助　金
　京 都 市 京都市中央卸 売市 場　　　895,404,092円　　　356,587,000円　　　　　 第  一  市  場  整  備 　　　 

「農・観」連携地域コ
ミュニティ応援事業

（農村振興課）

農林水産業基盤整備事
業

経営支援・担い手
育 成 課
流通・ブランド
戦 略 課
農 産 課（ ）
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　福知山市 トラクター 導入 ほか 6,478,000 3,134,000
　南 丹 市 農産物等集出荷施設整備 75,750,400 30,021,000
　京丹波町 光 選 別 機 導 入 ほ か 24,172,000 8,782,000
　伊 根 町 ト ラ ク タ ー 導 入 5,840,000 1,802,000
　与謝野町 コンバイ ン導 入ほ か 15,380,000 7,402,000
　　  計  　　1,023,024,492 　 407,728,000

３　執　　行　　額 407,728,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　 　 （補助金）

１　施策の趣旨等
　農業経営体の法人化、経営多角化や６次産業化などの取組を支援し、農作業受託や農地　
集積、契約栽培等を推進することで、力強い農業経営構造への転換を図る。
　　
　　　　　　　指　標　　　　　　 　　　　　　　　　  目　標　　　　　　実　績
　京力農場プラン実質化関連集落数 　 　　　　　　   累計280集落　　　 　240集落
　年商１億円以上の農業経営体（令和元年度末時点）　  　　70経営体　　 　  61経営体

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２　施策の実施状況
　年商２千万円や、年商１億円を目指す農業法人等のビジネスプランの作成やブラッシュ　
アップ、施設・機械整備への助成により、６次産業化による農業経営体の経営強化を支援　
した。
　補助対象者　７経営体　　　　　　　　　　　

３　執　　行　　額 64,624,580円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 　 （うち補助金　64,270,000円）

１　施策の趣旨等
　多様な課題に対応した相談体制や専門家チームの派遣体制を構築するとともに、後継者　
の確保から経営の多角化や規模拡大まで、経営の発展段階に応じた支援を実施することで　
持続可能な集落営農組織の育成を図る。
　　
　　　　　　　指　標  目　標　　　　  実　績
　集落営農法人数（令和元年度末時点）  93法人 90法人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２　施策の実施状況
（1）　集落営農後継者育成支援事業

　集落営農組織の将来的な担い手として組織に従事しながら、自ら農業経営を行う新規　　

京力農場づくり事業
経営支援・担い手
育 成 課

新集落営農総合対策事
業

経営支援・担い手
育 成 課

（ ）

（ ）
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科 目 予 算 現 額 決 算 額 主 要 な 施 策 施 策 の 実 施 状 況 と 成 果 等

円 円
就農者を育成する取組を支援した。
　補助対象者　３経営体 補助金 970,000円

（2）　集落ビジネス支援事業
　女性や高齢者など集落営農組織の多様な担い手が活躍するための経営の多角化（加工・
販売施設整備等）の取組を支援した。
　補助対象者　４経営体 補助金 18,866,000円

（3）　集落営農農地集積支援事業
　担い手の不足する集落を牽引することができる、地域の核となる集落営農法人の経営　　
力強化（機械・施設整備等）の取組を支援した。　　　　　
　補助対象者　１経営体 補助金 9,395,000円

（4）　集落・企業連携支援事業
　集落営農組織や企業等との連携によりコスト軽減や規模拡大など経営力強化（機械・　　
施設整備等）の取組を支援した。
　補助対象者　３経営体 補助金 11,392,000円

（5）　集落営農法人経営力強化事業
　中山間地域において農地集積により経営規模を拡大する集落営農法人の取組を支援し　　
た。
　補助対象者　11経営体 補助金 5,609,700円

（6）　農業経営法人化等支援事業
　集落営農等の法人化及び組織化を図るための取組を支援した。
　補助対象者　４経営体 補助金 1,600,000円

（7）　集落営農経営安定化事業
　多様な課題に対応した経営相談・診断や専門家チームの派遣により、農業者・集落営　　
農組織の経営安定化を支援した。
　補助対象者　一般社団法人京都府農業会議 補助金 11,485,421円

 
３　執　　行　　額 60,002,180円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　  　（うち補助金　59,665,700円）

１　施策の趣旨等
　「京都農人材育成センター」を設置し、農業の新たな担い手を確保するため、就農・就　
業希望者の相談から技術習得、地域定着までをワンストップで支援することで、円滑な新　
規就農・就業を促進するとともに、京の農業応援隊による技術研修などの伴走支援に加え、　
経営の発展段階に応じた経営研修を一体的に実施することで、高度な経営感覚を持つ農人　
材の育成を図る。

京都農人材育成強化対
策事業

経営支援・担い手
育 成 課（ ）
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　指標：新規就農・就業者数　目標：年間150人　実績：171人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２　施策の実施状況
（1）　京都農人材育成センター事業

ア　人材確保事業
（ｱ）　農林水産業ジョブカフェ事業

　新規就農等相談の総合窓口「農林水産業ジョブカフェ」を設置・運営し、新規就　　　　
農希望者等への情報提供や就農・就業相談、農業体験研修を支援した。
　相談件数　　 　　 592件
　就農あっせん件数　29
　研修あっせん件数　22 補助金　10,646,787円

（ｲ）　担い手養成実践農場事業
　新規就農希望者等に対する技術習得から地域定着までの一貫した支援を実施した。
・担い手養成実践農場事業

　　福知山市等３市に４箇所設置
・担い手養成実践農場整備支援事業

　　市町村名（地区名）　　　　　　　　　　　    事 業 費　　　  補 助 金 
　　福知山市（友渕、天田内）　 　　 　　　　　 300,000円　　  150,000円
　　綾 部 市（有岡、上杉） 251,304 125,652
　　亀 岡 市（馬路、東本梅、篠） 398,000 199,000
　　京丹後市（和田野） 76,000 38,000
　　南 丹 市（南八田、四ツ谷） 475,000 237,500
　　京丹波町（豊田） 204,000 102,000
　　　  計　　11地区（12箇所） 1,704,304 852,152

（ｳ）　就農インターンシップ事業
　就農希望者等に対して、人材育成に取り組む農業法人等で研修を実施した。
　研修参加者　12人
　研修先登録　10箇所

　　 補助金　5,447,726円
（ｴ）　宇治茶実践型学舎事業

　宇治茶園への就農・就業を希望する者に実践研修を実施した。
　令和元年12月開舎　第１期生　１人

イ　人材育成事業
　経営の段階に応じた経営研修のカリキュラムを作成し、研修を実施した。
　　　研　修　名　　　　　　開催回数　　　対象者　　人　数
　就農直後フォロー研修　　 　  ８回　　　　就農者　 　109人
　農　業　経　営　塾　　 　  11　　　　　農業者　 　 12　

（2）　人材育成支援事業
ア　農業次世代人材投資事業
　新規就農希望者等に対し、収入が不安定な就農前の研修期間及び就農直後の期間に　　　
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科 目 予 算 現 額 決 算 額 主 要 な 施 策 施 策 の 実 施 状 況 と 成 果 等

円 円
交付金を交付し、生活の安定に寄与した。

（ｱ）　準備型資金
　交付対象者　27人 交付金　 36,500,000円　　

（ｲ）　経営開始型資金
　対象団体　京都市ほか16市町 補助金　260,294,635円

イ　認定農業者等支援事業
　法人化請負人を設置し、法人設立までの伴走支援を実施するとともに、法人設立後　　　
の雇用管理や税務・会計等の農業経営の専門的課題に対応するために専門家の派遣や　　　
個別相談会を実施した。
　個別訪問　　　　 　  150回
　専門家等の派遣　　　102
　研修会、相談会ほか　  35 補助金　　8,891,000円

ウ　農業後継者定着促進事業
　新規就農希望者に対し、研修や就農準備に必要な資金の貸付等を行い、円滑な就農　　　
支援を実施した。

（ｱ）　就農サポート事業
　青年等就農計画認定　185件
　就農講座実施　５講座　参加人数　79人
　青年農業者等育成団体運営助成
　対象団体　一般社団法人京都府農業会議 補助金　　5,834,000円

（ｲ）　就農研修資金償還金助成事業
　対象団体　福知山市ほか９市町　26件 補助金　　6,010,000円

エ　京都若手農林漁業者クロスオーバー事業
　府内の若手農林漁業者が一堂に会し、セミナーやワークショップ等、地域や業種の　　　
枠を越えた同世代同士の連携に資する「京都若手農林漁業者大交流会2019」の開催に　　　
より定着率の向上に寄与した。
　　　　開 催 日　　　　　　　　　場　所　　　　　  参加者
　　令和元年12月19日　　　　ガレリアかめおか　　　 111人

　　
３　執　　行　　額 371,765,373円　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     （うち補助金　360,523,689円）

１　施策の趣旨等
　移住者等の営農活動や再生作業等の支援及び京都モデルファーム運動を推進することで、　
耕作放棄地の再生・活用を図る。

耕作放棄地再生推進事
業

経営支援・担い手
育 成 課（ ）
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　指標：農業振興地域の農用地における再生可能な耕作放棄地面積
　目標：０ha（令和５年度）　実績：244ha（令和元年度）

２　施策の実施状況
（1）　耕作放棄地再生・営農条件整備支援事業

　耕作放棄地の再生利用のための移住者等による障害物の除去・整地や簡易な基盤整備　　
を支援した。
　事業実施箇所　宮津市府中地区
　対 象 面 積　58a

（2）　京都モデルファーム推進事業
　モデルファーム推進員による企業等と集落のマッチング及び活動支援により、企業等　　
と地域が連携して取り組む農地保全活動を推進し、農地の保全を図った。
　モデルファーム協定締結地区　累計12地区

３　執　　行　　額 5,000,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　    （補助金） 

１　施策の趣旨等
　過去の災害に続き、平成30年7月豪雨及び台風21号で被災した就農後10年程度までの農　
業者に対し、必要な資金を融資することで、営農継続の支援を図る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２　施策の実施状況
　　　　　　　　　　　貸与者数　　　　　  貸 付 金
　７月豪雨災害分　　　　13人　　　　　15,600,000円
　台風21号災害分　　　　29　　　　　　34,800,000
　　　　計　　　　　　　42　　　　　　50,400,000

３　執　　行　　額 50,400,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　   （貸付金）

１　施策の趣旨等
　都市農業が有する多面的機能を発揮させ、都市との共生を実現するため、相談窓口の設置
による農地の流動化の促進や、体験農園の開設等による交流促進などを実施し、都市農業の
振興を図る。

　　　　　　指　標　　　　　　  　　　　目　標　　　 　　　実　績 
　相談件数（令和元年度末時点）　　　　　  48件　　　　　　    94件

 

農業者経営復興特別支
援事業

経営支援・担い手
育 成 課

農と都市の共生社会実
現事業

経営支援・担い手
育 成 課

（ ）

（ ）
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科 目 予 算 現 額 決 算 額 主 要 な 施 策 施 策 の 実 施 状 況 と 成 果 等

円 円
２　施策の実施状況
（1）　都市農業生産基盤整備支援事業

　規模拡大に伴う都市農業者の経営強化に必要な農業用施設や機械のリースに要する経費　 
を支援をした。
　市町村名　　　　　　　 　事業内容　　　　　　　　 　事 業 費　　　 　補 助 金
　京 都 市　　　 野菜自動販売機（リース）の導入　　　504,260円　　　151,000円

（2）　都市農地活用相談窓口設置事業
　農業経営体や農外参入企業等を対象とした施策、税制度等に関する相談対応や都市農地
の流動化の促進に向けた貸し手と借り手をマッチングするための窓口を設置した。
　実施主体　一般社団法人京都府農業会議　　　　　　　補助金　654,387円

（3）　都市農業多面的機能発揮支援事業
　都市農業の多様な機能の発揮に寄与する取組を支援した。
　市町村名　　　　　　　　 事業内容　　　　　　　　 　事 業 費　　　 　補 助 金
　京 都 市　　　　　 農業体験農園の開設　　　　　　　155,328円　　　  51,000円
　久御山町　　　　 農産物PRマルシェの開設　　　　　  750,344 　　　250,000
　　  計　　　　　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　 905,672 　　　301,000

（4）　都市農業振興推進事業
　 ｢京都府都市農業推進協議会｣ を設置するとともに、生産緑地制度や防災協力農地等の
普及啓発を行った。 　　　

３　執　　行　　額 1,873,454円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　    （うち補助金　1,535,000円）

１　施策の趣旨等
　平成30年台風21号で被災した農業者に対し、農産物の生産・加工に必要な施設・機械等　
の復旧を支援することで、生産体制の再建を図る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２　施策の実施状況
　市町村名　　　件数　　　　 事 業 内 容　　　　　　     事 業 費　　 　  補 助 金
　京 都 市　　　３件 鉄骨ハウスの復旧ほか　　　 16,768,624円　　 7,452,000円
　亀 岡 市　　　４　　　　　　　〃 24,981,451 9,215,000
　城 陽 市　　　１ 鶏 舎 等 の 復 旧 184,363,003  80,803,000
　向 日 市　　　１ パイプハウスの復旧 26,541,632 7,060,000
　南 丹 市　　　２ 農機具格納庫復旧ほか 3,013,966 1,165,000
　木津川市　　　２ 鉄骨ハウスの復旧ほか 6,836,400 2,638,000
　久御山町　　　９　　　　　　　〃　　　  88,738,796 28,982,000
　　  計　　　　 22   351,243,872 137,315,000

被災農業者向け経営体
育成支援事業

経営支援・担い手
育 成 課（ ）
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３　執　　行　　額 137,315,000円　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　 　　　 （補助金）

１　施策の趣旨等
　生産者の新たなビジネスチャレンジ支援や経営体の輸出支援（相談窓口、専門家派遣等）、
ブランド力向上・流通拡大支援（新商品開発等）に加え、新たに農商工連携支援を強化する
ことで、府内農林水産物の販路拡大を図る。

　　　　　　　指　標 　 　　　　　　　　 　 　　 目　標　　　　　　　実　績
　６次産業化のためのプロジェクト数　　 　　 60プロジェクト　　　60プロジェクト

２　施策の実施状況
（1）　農業ビジネス支援事業

　府内農林水産物の販売力強化のため、専門家派遣等による販路開拓の活動や農業法人等
の商品開発及び６次産業化に向けた取組を支援した。
　相談対応件数　　　　　　　　　　　　　1,298件
　専門家による指導件数　　　　　　　　　　221
　商品開発等を行う経営体の育成支援件数　　 13

（2）　京の食６次化ビジネス創出支援事業
　産地と食品関連企業の連携による新商品の開発や「学ぶ・食べる・買う」の機能を持つ

「京野菜ランド」の販売力強化等による６次産業化の取組を支援した。
　産地と企業とのマッチング数　　　　　　　  ７件
　プロジェクト計画の承認数　　　　　　　　  ３
　食品加工事業者施設等の整備数　　　　　　  １
　専門家による指導件数　　 　 　　　　　　   ４
　「京野菜ランド」の拡大・強化支援施設数　　５施設

（3）　農産物輸出支援事業
　府内農林水産物の輸出強化のため、これから輸出に取り組む経営体向け相談窓口の設置
や専門家派遣による助言・指導を実施した。
　相談対応件数　　　　　153件
　専門家による指導件数　   ２

（4）　農商工連携支援強化事業費
　「京の農業応援隊」「中小企業応援隊」間のネットワークの強化により相互ニーズの把握
に努め、農林漁業者と食品関連企業の商談会の開催等により、販路拡大を支援した。
ア　きょうと食のマッチングフェアの開催
　「京の農業応援隊」と「中小企業応援隊」のネットワークを活用し、農林漁業者と食
品関連企業の交流・商談会を開催した。
　開 催 日　令和元年７月30日
　開催場所　京都経済センター

農商工連携・ビジネス
支援事業

流通・ブランド
戦 略 課（ ）



― 129 ―

― 128 ―

科 目 予 算 現 額 決 算 額 主 要 な 施 策 施 策 の 実 施 状 況 と 成 果 等

円 円
　来場者数　約500人
　内　　容　周遊型展示交流・商談会
　　　　　　出展商品を用いたレシピ開発・商品紹介

イ　産地・実需交流商談会
　府内地域で農林漁業者と食品関連企業のマッチングを図る交流・商談会を開催した。

３　執　　行　　額 57,491,318円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 （うち補助金　30,747,000円）

１　施策の趣旨等
　府内において、きめ細やかな消費拡大策を展開することで、府内産農林水産物の需要拡 
大を図る。

　　　　指　標　　　　　　　　　 　　　　　 目　標　　　  実　績
　ブランド産品の販売額　　　　　　　　　 　 20億円　　　 16.5億円

　　
２　施策の実施状況
（1）　府内における京野菜等の魅力発信、消費拡大

ア　農林水産フェスティバルの開催 
　都市と農山漁村との相互交流を図り、府民の安全で健康な食生活と自然環境の保全、 
災害の防止等に果たす農林水産業の役割、重要性等に対する府民の理解と関心を高め　
ることに寄与した。
　開催期間　令和元年11月30日～ 12月１日
　開催場所　京都府総合見本市会館（パルスプラザ）
　来場者数　約4.6万人
　催　　物　府内産農林水産物及び加工食品等の展示・飲食・即売会
　　　　　　農林水産業（食の安心・安全等）の普及・啓発コーナー
　　　　　　農林水産業にちなんだ体験学習コーナー
　　　　　　京都食文化体験コーナー

イ　京野菜マルシェの開催
　府内量販店において京野菜専用コーナーを設置する京野菜マルシェを開催した。
　開 催 期 間　令和元年11月１日～ 12月10日　
　開催店舗数　168店舗

ウ　京の食文化の語り部による魅力発信活動
　 「京の食文化ミュージアム・あじわい館」において、府内産農林水産物の魅力を発信
するとともに、府内産農林水産物の需要拡大を図った。

「おいしい京都」府内
戦略事業

流通・ブランド
戦 略 課（ ）
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　京の食文化の語り部による魅力発信活動　　語り部５人、活動実績　延べ59日

３　執　　行　　額 26,200,739円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　（うち補助金　14,600,000円）

１　施策の趣旨等
　メディア等の発信力が高い首都圏において府内産農林水産物の需要拡大策を実施すること
で、安定的な需要先の確保と京野菜ファンの拡大を図る。

　　 　　   指　標　 　　　　　　　 　　 　　 目　標　　　 実　績
　首都圏への京野菜出荷額　　　　　　　　　 ８億円　　　 7.5億円

　　
２　施策の実施状況
（1）　首都圏市場における京野菜の需要拡大

　豊洲市場等を定期的に訪問し、京野菜の流通状況について調査することで、飲食店及び
加工業者の需要拡大を図った。
ア　京野菜マルシェの開催
　首都圏百貨店及び量販店の京野菜コーナー等において、試食宣伝活動を行った。
　ほんまもん京野菜取扱店追加認定　１店
　京野菜マルシェ開催店舗数　52店　試食宣伝回数　92回

イ　首都圏における京野菜のPR
　首都圏においてブランド京野菜などを食材として使用する「旬の京野菜提供店」にお
いて、京野菜のPRを強化した。

（2）　「おいしい京都」フェアの開催
　京野菜に加え、畜産物や水産物などを首都圏でPRし、「おいしい京都」の魅力を発信した。
ア　旬の京都食材セミナー
　開 催 日　令和元年９月10日　ほか全４回
　開催場所　日本料理日本橋ゆかり　ほか
　内　　容　府内産農林水産物を卸売業者、小売業者に紹介

イ　京のおもてなし「食材紹介セミナー」
　開 催 日　令和２年１月14日
　開催場所　たん熊北店二子玉川店
　内　　容　府内産農林水産物をマスコミ関係者や飲食店に紹介

ウ　ABCクッキングスタジオでのワークショップ
　開 催 日　令和元年11月1日
　開催場所　ABCクッキングスタジオ丸の内スタジオ
　内　　容　府内産農林水産物の紹介、料理実演及び試食会

エ　京野菜お試し会
　開催期間　令和元年12月１日　ほか全25回

「おいしい京都」首都
圏戦略事業

流通・ブランド
戦 略 課
水 産 課（ ）
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科 目 予 算 現 額 決 算 額 主 要 な 施 策 施 策 の 実 施 状 況 と 成 果 等

円 円

「おいしい京都」世界
戦略事業

流通・ブランド
戦 略 課
畜 産 課（ ）

　開催場所　首都圏のABCクッキングスタジオ５箇所
　内　　容　料理教室の受講生を対象に、府内産農林水産物を使用した料理紹介及び　　　　

試食会の開催
 　
３　執　　行　　額 12,478,980円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （うち補助金　12,000,000円）

１　施策の趣旨等
　国内外における府内産農林水産物の知名度向上や輸出拡大等により、府内産農林水産物　
の需要拡大を図る。

　　　　　　指　標　　　　　　　　 　　　　　 目　標　　　　実　績
　府内産農林水産物の輸出額　　　　 　　　　 　9.3億円　　　 12.3億円
　「京もの提供店」認定店舗数　　　　　　　　　 44店舗　　　　 35店舗
　「Kyoto Beef 雅」輸出量　　　　　　　　　　 8.0トン　　　   6.8トン

　
２　施策の実施状況
　海外でのフェア開催や「京もの提供店」の海外展開等の販売促進活動を実施することに　 
より、海外における府内産農林水産物の需要拡大を図った。

（1）　高級和牛肉「Kyoto Beef 雅」の販売促進や知名度向上
ア　国内外の食品見本市及び物産展への出展並びに商談会の実施
　開催期間　令和元年10月３日～ 21日　ほか　全８回
　開催場所　ドイツ　ほか

イ　スペイン晩餐会の実施によるPR活動
　開 催 日　令和元年６月７日
　開催場所　スペイン

ウ　海外料理人及び食品関係者を招いた肥育農場及び食肉施設等の視察
　開催期間　令和元年６月23日～ 30日
　開催場所　京都市　ほか

エ　調理方法の伝授のためのカッティング指導
　開催期間　令和元年９月24日～ 28日
　開催場所　タイ

（2）　京野菜の販売促進や知名度向上
ア　京野菜の海外への試験輸送
　輸 出 先　台湾

イ　府内産農林水産物PRフェアの開催
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　開催期間　令和元年７月18日～ 23日　ほか　全６回
　開催場所　香港、台湾、マレーシア

ウ　「京もの提供店」の認定　４店舗
エ　レストランフェア及び料理人向け食材提案会の開催
　開 催 日　令和２年１月21日
　開催場所　シンガポール

３　執　　行　　額 19,358,516円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　  （うち補助金　18,469,261円）

１　施策の趣旨等
 　「京の農業応援隊」や外部人材を活用し、伴走支援を強化することで、地域の担い手の多
様なニーズに対応し、担い手の確保・育成と営農継続の支援を図る。

　　　　　　　  指　標　　　　　　　　 　　　 目　標　　　　　　　 実　績
　新たにチャレンジするモデル農家数 　　　　 60経営体　　　　　　  59経営体
　援農回数（地区数）　　　　　　　　　 　　   70回（25地区）　　     193回（23地区）

２　施策の実施状況
（1）　小さな経営革新チャレンジ支援事業

　専業農家の新技術の実践や加工品の試作、販路開拓等の新たな取組を普及指導員の伴走
により支援した。
　事業採択数　59件 補助金　8,676,000円

（2）　援農マッチング事業
　都市住民が農繁期などに農業者を援農し、農作業の負担を軽減するためのマッチングを
実施した。
　援農作業実施数　193回（23地区、援農者延べ240人）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３　執　　行　　額 11,160,202円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（うち補助金　8,676,000円）

１　施策の趣旨等
　ブランド京野菜などの農林水産物の更なる発展に向けた取組を支援するとともに、生産者
単位でのセミナー等を実施することで、府内産農林水産物のブランド力強化を図る。

　　　　　　　　指　標　　　　　　　　 　　　目　標　　　　　　　 実　績
　需要に合わせた新たな京のブランド産品数 　　 ２件　　　　　　　　  ２件

３万農家総元気づくり
事業

流通・ブランド
戦 略 課
農 産 課

京の農林水産物ブラン
ド力強化支援事業

流通・ブランド
戦 略 課

（ ）

（ ）
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科 目 予 算 現 額 決 算 額 主 要 な 施 策 施 策 の 実 施 状 況 と 成 果 等

円 円
２　施策の実施状況
（1）　次代を担うブランド品目の育成と認証体制の整備

ア　専門的な知識を持つ検査員を設置するとともに、定期的に市場調査を実施すること　　　
で、京のブランド産品の品質及び安全性の確保を図った。
こだわり検査　5,120件　市場検品調査　106回　 

イ　情報発信と知名度国内最大の料理レシピサイトにおいて、京野菜等の調理方法、食に
関するイベント情報などを発信した。
アクセス件数　1,222,161件（令和元年度）

（2）　ブランド力強化セミナーの開催
　ブランド産地における品質や生産性、経営面での向上を図るため、生産者等を対象にセ
ミナーを実施した。
　開催回数　４回　参加人数　66人

　　　　
３　執　　行　　額 7,637,000円

　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（うち補助金　6,037,000円）

１　施策の趣旨等
　マーケットインの考え方に基づき、需要に応じた「京の米」の生産拡大と品質向上を図　
ることで、消費者ニーズに応える戦略的な米の生産・流通の実現を図る。

　　　　　　　　  指　標　　　 　　　　　　    目　標　　　  実　績
　需要に応じた地域ブランド米の作付面積　　　1,755ha　　　1,754ha
　需要に応じた地域ブランド米の生産量　　　　8,629トン　　 7,785トン

２　施策の実施状況
（1）　「京の米」オリジナル品種開発・発信事業

　競争力のあるオリジナル良食味品種の開発とともに、京料理人と連携した食味試験や試
食会を実施した。

（2）　「京の米」ベンチャーコンペティション事業
ア　おいしいお米生産対策事業
　米価向上に向けた京の米のPRや特色ある米づくりへの技術的取組等を支援した。
　地 域 名　 　 　事 業 主 体　　 　 　    事 業 内 容　　　　 事 業 費　　  補 助 金 
　山城地域 京都やましろ農業協同組合 ほ 場 視 察 ほ か　　 579,000円　  287,000円　　　　　 特別栽培米部会ほか
　南丹地域 京  都  丹  波  米  技術普及広報ほか 607,000 300,000　　　　　 良 食 味 推 進 協 会　　

「京のプレミアム米」
創造事業

（農  産  課）
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　中丹地域 中丹米振興協議会 技術資料作成ほか 652,000 300,000
　丹後地域 丹 後 米 改 良 協 会 栽培こよみ作成ほか 787,000 300,000
　　 計   2,625,000 1,187,000

イ　「京のプレミアム米コンテスト」開催　　　　　　　　　　　　　　　 
　市場評価向上等を図るため、おいしいお米のコンテストを開催し、入賞した米をWeb
等でPRした。
　応募受付点数　　174点　　　　入賞点数　　８点

（3）　「京の米」新マーケット拡大事業
　京の地場産業からの具体的ニーズに対応するための取組を支援した。
地  域  名　 　 　事 業 主 体　　 　 　　  事 業 内 容　　　　事 業 費　　  補 助 金 

　府内全域  「 京 の 米 で 京 の 「京の米」を使った 　     567,000円 　  280,000円 酒 を 」 推 進 会 議  お酒 の P R活 動　
　京都・乙訓 嵯峨酒づくりの会ほか 栽 培 方 法 研 究 472,000 234,000　地　　  域
　南丹地域  園 部 町 生 産 振 興 　　 　〃 764,000 382,000　 部 　 会 　 ほ 　 か  
　中丹地域  中　丹　米　振　興 実需者との意見 3,408,000 1,544,000　 協　議　会　ほ　か 交換会の開催ほか　
　丹後地域  み そ 加 工 用 米 　　　 〃 3,517,000 1,684,000　 出 荷 組  合  ほ  か　
　　   計   8,728,000 4,124,000

（4）　「京の米」生産イノベーション事業
ア　生産・流通機械、施設の導入による生産支援
　需要に応じた米の生産に対応するための機械導入を支援した。
　市町村名　 　 　事 業 主 体 　　　　　 事 業 内 容　　　　事 業 費　　  補 助 金
　舞 鶴 市　水間稲作グループほか　　   コンバインほか      9,399,000円   3,759,000円
　綾 部 市 株　 式　 会　 社
 白 道 路 興 農 会 コ ン バ イ ン 7,300,000 3,650,000

　宮 津 市 認  定  農  業  者 コンバインほか 8,420,000 4,150,000
　亀 岡 市 農事組合法人ほづ 籾 摺 ・ 選 別 機 7,800,000 3,120,000
　八 幡 市 八　幡　市　西　部 コンバインほか 8,516,000 3,404,000 特 栽 米 組 合 ほ か　 
　京田辺市 飯 岡 グ リ ー ン 21 　　　〃 8,000,000 3,200,000 フ ァ ー ム ほ か
　京丹後市 延 　利　 農 　産 選  別  機  ほ  か 29,515,000 12,206,000 グ  ル  ー  プ  ほ  か
　南 丹 市 ア グ リ 埴 生 ほ か コンバインほか 32,076,000 13,705,000
　伊 根 町 株 式 会 社 水 農 江 コ ン バ イ ン 7,870,000 3,935,000
　　  計   118,896,000 51,129,000
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科 目 予 算 現 額 決 算 額 主 要 な 施 策 施 策 の 実 施 状 況 と 成 果 等

円 円
イ　施設の整備による長寿命化支援
　共同利用施設等の長寿命化に向けた施設整備を支援した。
　地 域 名　 　 　事 業 主 体 　　　　　 事 業 内 容　　　　事 業 費　　  補 助 金
　南丹地域 京都農業協同組合 乾燥施設点検・修繕　 6,491,000円 　1,502,000円
　丹後地域 認  定  農  業  者 貯 蔵 施 設 整 備 727,000 181,000
　　  計   7,218,000 1,683,000

　 
３　執　　行　　額 63,024,675円

　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 （うち補助金　58,123,000円）

１　施策の趣旨等
　外食産業等の企業ニーズと生産者を結びつけ、マーケットインによる儲かる農業の実現を
図る。　

　　　　　　　　　　指　標　　　　　　　　　　　　目　標　　実　績
　企業ニーズに基づき機械・施設を整備する産地数　　６産地　　３産地

 　 　　
２　施策の実施状況
（1）　マーケットイン型農業づくり事業

ア　「京の食　６次産業化を進める経済人会」活動支援事業
　実需ニーズに応じた生産物づくりなど、実需者と農業者をつなげる取組を支援した。
　意見交換会や勉強会等の実施　　11回

イ　実需ニーズ発掘・KYO農
の

食材御用聞き設置事業
　実需ニーズの掘り起こしと、産地へのマッチングを支援するためコーディネーターを
設置した。
　市町村名　　　　　　　　 事業主体　　　 　　　 　  事 業 費 　　　   補 助 金
　京 都 市　　　 京都府中小企業団体中央会ほか　　　747,017円　　 　711,000円

（2）　生産・流通イノベーション事業
ア　農業法人等販売力強化支援事業
　農業法人等のネットワーク構築による販売支援を行った。
　市町村名　　　　　　　　 事業主体　　　 　　　 　  事 業 費 　　　   補 助 金
　京 都 市　　　   株式会社京都義のほか13者　　　  7,323,000円　　 3,660,000円　ほか４市町

イ　京野菜集出荷・加工体制整備事業
　実需ニーズの強い生産現場での一次処理・加工に必要な機械整備等を支援した。
　市町村名　　件数　　 　 　事業内容　 　　 　　    事 業 費　　　　補 助 金

　綾 部 市　　　１件　　包　 装　 機　 等　　   11,383,200円　　 4,743,000円

京都農業経営強化事業
経営支援・担い手
育 成 課
流通・ブランド
戦 略 課
農 産 課（ ）
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　京丹後市 １ 糖  度  セ  ン  サ  ー 2,200,000 990,000
　木津川市 １ ねぎ皮むき洗浄機等 10,693,660 4,276,000
　　  計 ３  24,276,860 10,009,000

（3）　京野菜生産加速化事業
ア　パイプハウス等整備促進事業
　出荷の回転数を上げることや出荷時期の調整が可能なパイプハウス等の整備を支援し
た。

（ｱ）　パイプハウス整備事業　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　市町村名　　件数　　 　 　事業規模　 　　 　　    事 業 費　　　　補 助 金
　京 都 市　　１件　　　　 　36.0a　　　　　   62,000,000円　   24,800,000円
　福知山市 １ 13.1 11,325,145 5,662,000
　舞 鶴 市 １ 18.4 20,380,516 10,188,000
　綾 部 市 １ 10.1 10,998,343  5,495,000
　八 幡 市 １ 13.3 5,687,000 2,274,000
　京田辺市 １ 97.4 60,362,662 21,950,000
　京丹後市 ２ 41.1 24,119,892 11,510,000
　木津川市 １ 5.2 4,796,000 1,918,000
　精 華 町 １ 3.6 826,497  330,000
　京丹波町 １ 3.7 3,458,938 1,556,000
　　 計 11 241.9 203,954,993 85,683,000

（ｲ）　生産・流通改善条件整備事業　　　　 
　市町村名　　件数　　 　 　事業内容　 　　 　　    事 業 費　　　　補 助 金
　舞 鶴 市　　１件 ハウス用かん水施設等　　   2,532,961円　　 1,139,000円
　綾 部 市 ２ 遮　光　資　材　等 3,609,540 1,516,000
　八 幡 市 ３ 野 菜 は ん 種 機 等 7,981,767 3,189,000
　京田辺市 １ か  ん  水  施  設  等 6,370,850  2,548,000
　京丹後市 ３ 野  菜  移  植  機  等 6,703,565 3,014,000
　南 丹 市 １ 遮　  光　  資　  材 1,314,679  591,000
　木津川市 ２ 根　切　り　機　等 4,420,000 1,768,000
　久御山町 ２ 簡  易  溝  堀  機  等 4,029,600 1,611,000
　京丹波町 １ え だ ま め 収 穫 機 等 6,219,000  2,544,000
　　 計 16  43,181,962 17,920,000

イ　京野菜生産加速化支援活動事業
　「京野菜生産加速化支援隊」による技術指導等の伴走支援を実施した。 
　市町村名　　　　　　　　事業主体　　　 　　　 　   事 業 費 　　　   補 助 金
　京 都 市　　　 　京都府特産物育成協議会　　　 　3,958,159円　　 1,800,000円 

３　執　　行　　額 120,673,230円
　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　     （うち補助金　119,783,000円）



― 137 ―

― 136 ―

科 目 予 算 現 額 決 算 額 主 要 な 施 策 施 策 の 実 施 状 況 と 成 果 等

円 円
１　施策の趣旨等
　実需者等を交えたコンソーシアムを設立し、ニーズに応じた加工原料用園芸品目の生産　
実証を支援することで、栽培技術の普及を図る。

 　　　　　　　 指　標　　　 　　　　　  目　標 　 　  実　績
　実需者が参画するコンソーシアム数　　　  ４組　　　　 ２組

２　施策の実施状況
　ニーズに応じた水田からの転換作物（園芸作物）の生産実証を支援した。
　市 町 村 名　　　　  取組主体　　　　　    実証作物　　　　    事業費　　　  補助金
　宮　津　市　 　丹後地域水田農業　　万　　願　　寺　　2,197,627円　 2,197,627円　ほか３市町 　　活 性 化 協 議 会　　とうがらしほか　　　　　　　　　　 
　亀　岡　市 　　亀岡市地域水田農業　　タ　マ　ネ　ギ　　2,682,363　 　2,028,363　　　　　　　　 活 性 化 協 議 会　
　　　計　　　　　　  ２協議会   　　　4,879,990 　　4,225,990

３　執　　行　　額 4,225,990円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（補助金）

１　施策の趣旨等
　モデル農場の設置や指導者育成等を実施し、GAPの実践及び認証取得を支援すること　
で、府内農産物の信頼性向上及び販路拡大を図る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　指　標　　　　　　　目　標 　 　　　　実　績
　認証GAP取得件数　　 13件（令和元年度）　　　11件

２　施策の実施状況
（1）　国際水準GAP指導者育成事業

　農業者等に対するGAP導入指導及びGAP実践のレベルアップ指導ができる指導員　　
を養成した。
　基礎指導員　14人
　上級指導員　15

（2）　国際水準GAP実践・認証取得促進事業
　農業者等の国際水準GAPの実践と認証取得を推進するためのモデル農場を継続するた
め、府立高校２校に対しグローバルGAP認証の取得を支援するとともに、農業者等に向
けた研修会を実施した。

実需ニーズ対応型園芸
産地づくり実証事業

（農  産  課）

京の農産物国際水準Ｇ
ＡＰ普及促進事業

（農  産  課）



― 137 ―

― 136 ―

　モデル農場の継続　２校（木津高等学校、農芸高等学校）　　　 　　
　研修会の実施　延べ２回

（3）　国際水準GAP認証取得拡大事業
　農業者の国際水準GAPの認証取得を支援した。
　事業採択件数　７件　　　補 助 金 3,044,000円

３　執　　行　　額 6,800,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（うち補助金　3,044,000円）

１　施策の趣旨等
　 ICT技術を活用した省力化や品質向上・増収効果のあるパイプハウス等の整備を支援する
ことで、収益性の高い施設園芸のモデルを育成する。

　指標：生産現場へのスマート技術の実装の支援
　共通目標※：10件　　　実績：26件
　　※スマート農林水産業加速事業全体を通した共通目標

２　施策の実施状況
　市町村名　　  件数　　　　 　事 業 内 容　　　　　　    事 業 費　　 　 補 助 金
　城 陽 市　  　１件　　低コスト耐候性ハウスほか　　70,050,000円　 21,015,000円

３　執　　行　　額  21,015,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　 　　  　（補助金）

１　施策の趣旨等
　平成30年７月豪雨及び台風21号等により被災した農業者について、生産用の資材・器具等
の購入、機械等の修繕や出荷額回復につながる販売活動等の取組を普及指導員等が伴走支援
することで、早期の事業再開を図る。

２　施策の実施状況
　市 町 村 名　　　　　　 件数　　　　 　　　  事 業 費　 　　 　　　　   補 助 金
　京　都　市　 　　　 　  68件　 　　　　　 36,115,621円　　　　　　  6,071,000円
　宇　治　市 ４ 9,549,843 400,000
　亀　岡　市 ６ 2,742,937 573,000
　城　陽　市 ４ 4,990,914 　　　 344,000
　向　日　市 １ 334,000 100,000
　長 岡 京 市  ３  914,174 277,000
　八　幡　市 ９ 3,053,230 832,000

スマート農林水産業加
速事業

（農  産  課）

農業者等復旧応援事業
（農  産  課）
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科 目 予 算 現 額 決 算 額 主 要 な 施 策 施 策 の 実 施 状 況 と 成 果 等

円 円
　京 田 辺 市 　　　　　　８件　　　　　　　1,836,824円　　　　　　　  658,000円
　南　丹　市 ５ 2,845,623 428,000
　木 津 川 市  ４ 1,318,089 285,000
　久 御 山 町  13 6,336,558 1,040,000
　井　手　町 ４ 760,668 335,000
　宇治田原町 ６ 1,660,475 525,000
　和　束　町 ４ 747,767 344,000
　精　華　町 ３ 392,238 169,000
　南 山 城 村  １ 115,560 57,000
　　　計 143 73,714,521 12,438,000
　
  事 業 内 容　　　　　　 件数　　　　　 　　  補 助 金
　資 材 購 入　　　　　　 64件　　　　　　   5,327,000円
　農 地 復 旧 13  1,217,000
　施 設 復 旧 66 5,894,000
　　　計 143 12,438,000

３　執　　行　　額 12,438,000円
　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　  　　（補助金）

１　施策の趣旨等
　平成30年７月豪雨及び台風21号等により被災したパイプハウス等の共同利用施設の復旧　
を支援することで、生産体制の再建を図る。

２　施策の実施状況
　市 町 村 名　　　　　復旧棟数　　　　 　　  事 業 費　 　　　　　　　  補 助 金
　京　都　市 　　　　 　165棟　　　　　  123,692,535円　　　　　　 59,224,000円
　福 知 山 市 １ 1,902,884 908,000
　宇　治　市  22  26,646,102 12,828,000
　亀　岡　市  71 118,868,990  57,193,000
　城　陽　市  ４ 4,755,285 2,304,000
　向　日　市  １ 596,034 297,000
　長 岡 京 市 ３ 3,061,714 1,469,000
　八　幡　市  72  92,688,700 45,601,000
　京 田 辺 市 ６ 6,915,428 3,108,000
　南　丹　市  46 44,777,859  22,902,000

農林水産業共同利用施
設災害復旧事業

（農  産  課）
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　木 津 川 市 21 36,489,183 17,707,000
　久 御 山 町 70 184,329,585  86,273,000
　井　手　町  ２ 1,286,769 466,000
　宇治田原町 ２ 5,525,200 2,707,000
　精　華　町  ８ 6,841,901 3,392,000
　　　計 494 658,378,169 316,379,000

３　執　　行　　額 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 316,379,000円
　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　 　　　    （補助金）

１　施策の趣旨等
　農協・農協連合会の営農指導機能の充実を目的とした、農業生産機械の導入を支援する。

２　施策の実施状況
　市 町 村 名 　　   事業主体　　 　　    事業内容　　　　 事 業 費 　　　  補 助 金
　京　都　市 京都市農業 貸出及び受託　　3,322,000円　　1,000,000円 協 同 組 合 事業用農業機械
　綾　部　市 京都丹の国 育 苗 ハ ウ ス 3,036,084 1,012,000 農業協同組合 か ん 水 設 備
　京丹後市ほか 京 都 農 業 穀 粒 判 別 器 3,011,040 929,000 協 同 組 合
　宇治田原町 京都やましろ 抹  茶  粒  度 6,800,000 2,266,666 農業協同組合 測 　 定 　 器
　　　  計   16,169,124 5,207,666

３　執　　行　　額 5,207,666円
 　　　　　　　　 　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     （補助金）

１　施策の趣旨等
　産学官の共同研究を進めるための研究コンソーシアムを形成することにより、革新的技術
の開発と事業化の推進を図る。

　　　　　　　　　　 指 　標　　　　　　　　 　　　　目　標 　　 　　実　績
　研究テーマ発掘のためのセミナー・交流会の開催　　　１回　　　 　　 １回
　研究コンソーシアムの形成数　　　　　　　　　　　　６組織　　  　   ６組織

　　
２　施策の実施状況
　異業種・異分野の企業・大学等をメンバーとする京都府農林水産技術革新創出会議（通　

農林水産業基盤整備事
業

（農  政  課）

アグリイノベーション
創出事業

流通・ブランド
戦 略 課（ ）

5,207,666
（6,782,666）

決算額の財源
内訳
一 般 財 源

5,207,666

178,073,246
（899,568,180）

決算額の財源
内訳
国庫支出金

27,672,348
寄　附　金

750,000
諸　収　入

85,352,935

5,208,000
（6,879,000）

189,347,000
（911,734,000）

７ 農業協同組
合指導費
 （P132）

９ 農業技術セ
ンター費
 （P134）
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科 目 予 算 現 額 決 算 額 主 要 な 施 策 施 策 の 実 施 状 況 と 成 果 等

円 円
称「KAFF-t e c h（カフテック）フォーラム」）を開催するとともに、コンソーシアムによ
る共同研究を実施した。
　　　分　野　　　　　　　　　　　　　　 　　　事 業 内 容
宇治茶の機能性活用　宇治茶の需要拡大に向けて、動脈硬化抑制等が期待されるポリアミン

等の機能性成分に着目し、公益社団法人京都府茶業会議所との共同で、
公募により選定した医科系大学と「高品質抹茶摂取による機能性の医
学的評価」を実施するとともに、府等ではこれらの機能性成分を高め
るための栽培・育種技術等の開発を実施

高機能・付加価値　抗酸化作用があるリコペンの含量が多い高機能性ニンジンの新品種育
成と栽培技術の確立に取り組むとともに、京野菜の機能性を生かした
加工品の試作を実施

３　執　　行　　額 27,218,311円

１　施策の趣旨等
　生産現場の過疎高齢化による農林水産業の生産力低下と農山漁村コミュニティの衰退に　
対応するため、AI・ICT等先端技術を活用したスマート技術の実装を加速化し、農林水産業
の作業性・品質・生産性を向上することで、府内農林水産業の成長産業化や魅力向上、集落
維持を実現する。

　　　　　　　　　　指　標　　　　　　　　　 　　　 目　標　　 　 実　績
　生産現場へのスマート技術の実装の支援　　　　　　10件（※）　　　26件
　スマート技術を現場で実証し、中山間地域の　 　　　１地区　　　  　１地区　水田に適合する技術を開発・カスタマイズ
　　※スマート農林水産業加速事業全体を通した共通目標

２　施策の実施状況
（1）　情報提供・技術相談

ア　スマート農林水産業情報センター事業
　スマート農林水産技術についてのワンストップ相談窓口を設置した。
　相談件数　　　  118件 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　補 助 金　2,800,000円　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　

イ　先進技術発信事業
　スマート技術の企業や専門家等による技術展示・相談会を開催し、技術導入に向けて
生産者と企業とのマッチングを推進した。
　開催期間　令和元年度11月15日～ 16日

一 般 財 源
64,297,963

スマート農林水産業加
速事業

流通・ブランド
戦 略 課（ ）
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　場　　所　農林センター
　来 場 者　延べ約2,500人

（2）　導入支援
　スマート農林水産業実装チャレンジ事業
　スマート技術（機械等）の導入に取り組む生産者を支援した。
　市町村名　　件数　　　　　  事業内容　　　 　　 　　　 事 業 費　　　　 補 助 金
　福知山市　　６件　　食味 ・収 量セ ンサ ー　　　   33,133,000円　  15,345,000円　　　　　　　　　　　コ ン バ イ ン ほ か
　舞 鶴 市　　２　　　直進アシスト田植機ほか 10,581,000 4,454,000
　綾 部 市　　２　　　ド ロ ー ン ほ か 20,239,000 9,263,000
　宮 津 市　　３　　　水 管理 シス テム ほか 16,020,000 7,874,000
　亀 岡 市　　５　　　ド ロ ー ン ほ か 17,272,000 8,486,000
　京田辺市　　１　　　ハウス環境制御システム 2,053,000 615,000
　京丹後市　　３　　　直進 アシ スト 田植 機 11,450,000 5,725,000
　南 丹 市　　１　 　　　 　 　　〃　　　　　 6,000,000 2,777,000
　京丹波町　　２　　　直進アシスト田植機ほか 4,916,000 1,429,000
　　  計　　　 25 　　　　　　　　　 121,664,000  55,968,000

（3）　技術開発・実証
ア　スマート農業加速化実証プロジェクト事業
　国のスマート農業実証プロジェクトを活用し、モデル経営体においてスマート農業の
技術を一貫体系で展示実証した。
　市 町 村　　 地 区 数　　　 品　目
　亀 岡 市　　１ 地 区　 　　水　稲

イ　京都イノベーション創造事業
　農林水産業のスマート化を図る技術メニューの開発・実証を行うため、産学公連携に
よるコンソーシアムにおいて共同研究を実施した。
　　  分　野　　　　　　　　　　　　　　  　  事業内容
スマート農業　京野菜簡易ハウスの栽培環境のリモートセンシングと作業自動化技術

の開発
スマート畜産　乳牛の姿勢・行動検知センサーによる乳量の向上、分娩時死亡事故等

の防止技術の開発
ウ　次世代につなぐ営農体系確立支援事業
　スマート技術の活用による生産性向上や作業の軽労化・効率化の実証を支援した。
　補助対象者　１団体 補助金　2,000,000円

３　執　　行　　額 150,854,935円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（うち補助金　127,476,213円）
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科 目 予 算 現 額 決 算 額 主 要 な 施 策 施 策 の 実 施 状 況 と 成 果 等

円 円
２  茶 　 業 　 費
１ 茶　業　費

 （P136）
      

68,289,000
（211,934,000）

翌年度への繰越
事業費繰越額

113,000,000
農林水産業基盤
整備事業

60,068,398
（90,639,930）

決算額の財源
内訳
国庫支出金

4,580,143
一 般 財 源

55,488,255

農林水産業基盤整備事
業

（農  産  課）

宇治茶世界文化遺産登
録推進戦略事業

（農   産   課）

１　施策の趣旨等
　増大する老朽茶園の改植や高級宇治茶生産に必要な被覆棚等の整備、茶園の省力化を図　
る茶園管理機の導入等を支援することにより、良質な宇治茶を生産し、農家所得の向上と　
産地の活性化を図る。
　　　　 
　　　指　標　　　　　目　標　　　　　  実　績
　改  植  面  積　　年間　2.0ha　　　年間　0.5ha
　被覆棚整備面積　　年間　2.5　　 　   年間　2.1

 
２　施策の実施状況
　茶業振興対策事業　

（1）　優良茶園振興事業
　市 町 村 名　　　  事業内容　　  　事業量　　　　 　事 業 費　　　　    補 助 金
　城　陽　市　　茶 園 新 改 植　　　  0.5ha　　　 5,483,000円　　　 2,193,000円

（2）　茶園環境改善事業
　市 町 村 名　　　  事業内容　　  　事業量　　　　 　事 業 費　　　　    補 助 金
　城　陽　市　　被覆棚施設整備 　　 　 1.9ha　　   10,908,000円　　　 4,341,000円
　八　幡　市　　　　　〃　 0.2 740,000 296,000
　和　束　町　　防霜ファン整備　 1.4 10,500,000 4,200,000
　　　計　　　　　　　　　　　　 3.5 22,148,000 8,837,000

（3）　共同製茶等省力化推進事業
　市 町 村 名　　　　  事業内容　　　　 　　　 　事 業 費　　　　    補 助 金
　綾　部　市　　乗 用 摘 採 機 整 備　　　　　　 　 3,870,000円　　　 1,548,000円
　城　陽　市　　製 茶 機 械 整 備  10,521,000 4,208,000
　井　手　町　　　　　　〃　　　  3,153,000 1,261,000
　宇治田原町　　乗用摘採機整備ほか  17,534,000 7,012,000
　和　束　町　　乗 用 摘 採 機 整 備  10,968,000 4,387,000
　南 山 城 村　　　　　　〃　  22,941,000 9,175,000
　　　計　　　　　　　　　　　 　  68,987,000 27,591,000

３　執　　行　　額 38,621,000円

１　施策の趣旨等
　世界文化遺産登録に向けて、宇治茶の文化的景観の資産価値向上及び府民運動の拡大を　
推進する。
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宇治茶新展開セカンド
ステージ事業

（農  産  課）

２　施策の実施状況
（1）　提案書の改訂

　世界レベルの資産価値・保全措置の調査、国際カンファレンスやイコモス調査等の結　　
果を反映した提案書の改訂検討を進め、世界遺産暫定一覧表への登録を文部科学省等に　　
要請した。

（2）　宇治茶世界文化遺産登録有識者会議等の開催　３回
（3）　世界遺産委員会でのPR

　「宇治茶の文化的景観」の世界文化遺産登録に向けて、イコモスやユネスコ世界遺産セ
ンターの世界遺産関係者へのPRと意見交換を行った。
　実施期間　令和元年７月６日～ 12日
　場　　所　アゼルバイジャン

（4）　宇治茶文化講座の開催による地元の気運醸成・理解の促進
　宇治茶文化講座の開催
　府民が世界文化遺産登録の取組内容や宇治茶の歴史・文化・魅力を学ぶ場を提供し、世
界文化遺産登録に向けた気運醸成を図った。
　開催回数　　６回

３　執　　行　　額 6,859,492円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （うち委託費　5,980,375円）

１　施策の趣旨等
　宇治茶の新しい飲み方の提案・機能性の発信等を行うことで、宇治茶の消費・生産拡大　
を図る。

　指標：荒茶の年間販売額　　　目標：88億円　　実績：63.9億円

２　施策の実施状況
（1）　宇治茶ブランド新展開プロジェクト協議会の開催

　宇治茶のドリンクメニュー化の推進や新たな飲み方の提案を行うため、茶業団体や観光
業界等と府で構成する協議会を開催　１回

（2）　宇治茶ドリンク新商品の開発
ア　宇治茶ドリンク開発プロジェクトを設置し、新商品ラベルデザインや抽出方法等を決
定する検討会を実施　５回

　（メンバー）日本料理アカデミー、茶業会議所、茶協同組合、シュンビン株式会社、府　 
イ　新商品「京都宇治玉露　玉兎」のメディア向け発表会を開催
　開　催　日　令和２年１月22日
　場　　　所　フォーシーズンズホテル京都
　出　席　者　知事、日本料理アカデミー、茶業会議所、茶協同組合　ほか
　参加メディア　22社
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科 目 予 算 現 額 決 算 額 主 要 な 施 策 施 策 の 実 施 状 況 と 成 果 等

円 円

宇治茶価格向上・普及
促進事業

（農  産  課）

（3）　宇治茶機能性講座の開催
　茶に含まれるテアニンのリラックス効果やカテキンの効用など、府民が宇治茶の機能性
を学ぶ場を提供するとともに、宇治茶を振る舞った。
　開催回数　２回

３　執　　行　　額 3,448,016円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （うち補助金　3,000,000円）

１　施策の趣旨等
　高品質な宇治茶生産に向けての生産基盤の整備や国内外へのPRを行うことにより、宇治
茶の価格向上及び安定生産を図る。

２　施策の実施状況
（1）　宇治茶ブランド戦略会議の開催

　宇治茶のブランド力向上と海外を含めた販路開拓に向け、茶業団体と府で構成する戦 　　
略会議を開催　３回

（2）　宇治茶価格向上・普及促進事業
ア　宇治茶品質向上強化対策事業
　高品質な宇治茶の安定生産に向けて、被覆棚整備や改植を支援
　市 町 村 名　　事 業 内 容　　  　事業量　　　　 事 業 費　　　　  補 助 金
　綾　部　市　　茶 園 改 植　　　　0.2ha　　　  1,567,000円　　　   427,000円
　京 田 辺 市　　　　〃　　　　　　0.9　　　　  5,875,000　　　　2,350,000
　木 津 川 市　　被覆棚整備　　　　0.3　　　　  3,073,000　　　　1,228,000　和　束　町　　　　　
　宇治田原町　　茶 園 改 植　　　　2.3　　　　 16,049,000　　　　5,940,000
　　　計　　　　　　　　　　　　　3.7　　　　 26,564,000　　　　9,945,000

イ　「きょうと食いく先生」宇治茶普及促進事業
　宇治茶の伝統や文化を子供たちに継承するため、学校等で茶育の取組を支援　13回

３　執　　行　　額 11,139,890円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （うち補助金　10,945,000円）
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２ 茶業技術セ
ンター費
 （P136）

      

３  畜 産 業 費
２ 畜産振興費

 （P138）

10,000,000
（163,890,000）

646,363,000
（657,112,000）

翌年度への繰越
事業費繰越額

198,410,000
農林水産業基盤
整備事業費

10,000,000
（163,772,962）

決算額の財源
内訳
一 般 財 源

10,000,000

267,390,095
（277,801,990）

決算額の財源
内訳
国庫支出金

228,357,000
財 産 収 入

16,896,921
諸　収　入

1,231,830
一 般 財 源

20,904,344

宇治茶価格向上・普及
促進事業

流通・ブランド
戦 略 課

畜産・酪農収益力強化
事業

（畜  産  課）

京都ビーフプレミアム
戦略事業

（畜  産  課）

（ ）
１　施策の趣旨等
　スマート技術等を活用した生産対策を行うことにより、宇治茶の価格向上及び安定生産を
図る。

２　施策の実施状況
　宇治茶データ解析・活用システム開発事業
　国の研究機関やICT企業との連携により、茶園ごとの新芽の発育予測や霜害予測等の情報
を生産者がスマートフォン等で確認できるシステムを構築した。

３　執　　行　　額 10,000,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　（うち委託料　7,677,914円）

１　施策の趣旨等
　受胎不全牛預託等による高品質和牛子牛の生産拡大、乳牛への性判別精液交配による乳用
後継牛の確保を行うことで、府内畜産・酪農経営の収益力強化を図る。

　　　指　標　　　　　　　　　　　　　　　 目標　　　　　　 実績
　受胎不全牛預託　　　　　　　　　　　　　 30頭　　　　　　15頭
　交雑種雌牛から生産した和牛子牛譲渡数　　 26　　　　　　　９
　性判別精液の交配頭数　　　 　　　　　　 350　　　　　　 500

　
２　施策の実施状況
　碇高原牧場における高品質和牛子牛の生産拡大及び高性能性判別精液を使った産乳能力の
高い乳用後継牛の確保を図った。

（1）　農家の受胎不全牛を碇高原牧場で放牧・交配の上、妊娠牛として農家へ返却した。
（2）　碇高原牧場において、高品質な和牛子牛の効率的生産のため、交雑種雌牛（乳用種と和

牛の交雑種）への和牛受精卵移植を行い、生産された和牛子牛を農家に譲渡した。
（3）　乳用後継牛の確保のため、農家が行う性判別精液の授精に係る経費を支援した。

３　執　　行　　額 21,642,653円

１　施策の趣旨等
　遺伝子検査や受精卵移植技術等の先端技術を活用し、牛の「おいしさ」の成分（オレイン
酸等）を多く保持する高品質和牛を効率的に増産することで、ブランド力の強化を図る。
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科 目 予 算 現 額 決 算 額 主 要 な 施 策 施 策 の 実 施 状 況 と 成 果 等

円 円

京都牛輸出促進１億円
事業

（畜  産  課）

農林水産業基盤整備事
業

（畜  産  課）

　　　　  指　標　　　　　　　　 　　 目標　　　　　  実績
　オレイン酸増加特性を　　　　　　　480卵　　　　　342卵　持 つ 受 精 卵 の 移 植

２　施策の実施状況
（1）　供卵牛の遺伝子保有状況を検査することにより、オレイン酸増加能力のある遺伝子を

もった受精卵を生産し、移植を行うことで、高品質な府内産和牛を増産した。
（2）　京都産和牛のブランド力強化に向けて、アンケート及び実食調査により消費者のニーズ

等に関するデータを収集した。

３　執　　行　　額 2,922,092円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　 うち委託金　1,408,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　補助金　1,326,320

１　施策の趣旨等
　輸出認定基準に対応した京都市中央卸売市場第二市場の整備等を支援することにより、京
都牛の輸出促進やブランド力の向上を図る。

２　施策の実施状況
　市町村名  　　　　　　 事業内容　　　　　　　　 　   事 業 費　　　　　 補 助 金 
　京 都 市  京都市中央卸売市場第二市場整備ほか　　27,008,479円　　　10,000,000円

　　
３　執　　行　　額 10,000,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （補助金）

１　施策の趣旨等
　HACCPや輸出にも対応できる衛生管理が徹底された施設や生産基盤である牛舎等の整備
を支援することで、府内畜産業の振興を図る。

２　施策の実施状況　　　　　　　　　　　 　　 
　市町村名  　　　　　事業内容　　　 　　　　　　  事 業 費　　　　　 補 助 金 
　亀 岡 市　　　　　 牛 舎 整 備　　　　　　　108,900,000円　　　42,523,000円
　城 陽 市　　　　　 鶏舎補修ほか 118,580,000 53,900,000
　南 丹 市　　　　　 豚舎整備ほか 341,880,000 131,934,000
　　 計  569,360,000 228,357,000

（  　　　　　）
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３　執　　行　　額 228,357,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（補助金）

１　施策の趣旨等
　酪農業の重要な経営資源である牛づくりを府内で行う体制を作ることにより、酪農家の収
益力を強化し、府内酪農業の持続的発展を図る。

２　施策の実施状況
　収益力の強化につながる優良乳用後継牛を府内で育成するため、酪農家向け自家育成の技
術研修を実施した。

３　執　　行　　額 468,390円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （補助金）

１　施策の趣旨等
　畜産経営の法人化を支援することで、対外的な信用力の向上や就業条件の改善を図るとと
もに、畜産法人等への就業や新規就農希望者を幅広く確保し、後継者として育成する仕組み
を構築することにより、府内畜産業の安定的な世代交代を図る。

２　施策の実施状況
（1）　畜産人材育成推進事業

　畜産の担い手育成のため、畜産センターにおいて令和２年度から開始する畜産人材育成
研修のカリキュラムを作成することにより、基礎から実践的な技術・経営知識の習得まで
を一貫して支援する体制を構築した。

（2）　畜産経営法人化推進事業
　農家向けの法人化研修や専門家の派遣による相談会を開催し、畜産農家の法人化を推進
した。
ア　農家の法人化研修・相談会の開催　　 　　　　　　　　　３回
　参加者数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 延べ７人

イ　定款作成、登記申請手続等法人設立に伴う経費の助成　　 ２件
（3）　畜産経営継承円滑化事業

　経営の移譲を希望する畜産農家において新規就農者を対象とした研修を実施し、技術及
び経営力の習得支援や、円滑な経営継承を推進した。
　経営の移譲を希望する農家による技術指導　　　　　　　　 １件

３　執　　行　　額 3,999,960円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（うち補助金　1,800,000円）　

京都酪農「牛づくり」
事業

（畜  産  課）

京都畜産未来の担い手
づくり事業

（畜  産  課）
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科 目 予 算 現 額 決 算 額 主 要 な 施 策 施 策 の 実 施 状 況 と 成 果 等

円 円
１　施策の趣旨等
　CSF（豚熱）の発生を防ぐため、飼養豚等にワクチン接種を行うとともに、ウイルスを媒
介する可能性がある野生いのししの捕獲・検査を実施する。

２　施策の実施状況
　飼養豚等へのワクチン接種　　　　　　　　　　　　10,526頭（全頭）
　野生いのししの検査件数　　　　　　　　　　　　　　 136件

３　執　　行　　額 7,804,000円

１　施策の趣旨等
　農業経営の規模拡大、農用地の集団化、新規農業参入の促進等により、担い手のニーズ　
に対応した農地集積を加速化し、地域農業の維持・発展を図る。
　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　指　標　　　　　　　　　    目　標　   　実　績
　農地売買支援事業による買入農地面積　　　     6.5ha　　　 5.3ha
　　　　　　  〃　 　 　　売渡農地面積　　　     6.1　　　　  5.7
　農地中間管理事業による貸付農地面積　     1,000.0　　　 372.5

２　施策の実施状況
　一般社団法人京都府農業会議を農地中間管理機構に指定し、農地中間管理事業を推進す　
るとともに、農業委員会・集落等への農地活用の普及啓発、機構集積協力金の活用、貸付　
希望農地の現地見学会の開催、条件不利地の耕作条件整備等により、農地の面的集積を促　
進した。

（1）　農地中間管理機構事業
　借受農地面積 253.5ha
　貸付農地面積 　　 　　　　 　　　　　　 372.5

（2）　機構集積協力金交付事業
　地域集積協力金　　　　　　　　  18件 149.3ha  32,964,200円
　経営転換協力金　　　　　　　　  24　　　 10.9　　　　  　 1,629,000

（3）　機構特例事業
　買入農地面積 5.3ha
　売渡農地面積　　　　 　　　　　　　　　　 5.7

（4）　旧農地保有合理化事業

豚コレラ予防対策強化
事業

（畜  産  課）

農地集積規模拡大支援
事業

経営支援・担い手
育 成 課（ ）

7,804,000
（400,493,784）

決算額の財源
内訳
使用料及び手数
料   　   600,000
国庫支出金

3,902,000
一 般 財 源

3,302,000

137,343,966
（478,090,118）

決算額の財源
内訳
国庫支出金

104,281,200
一 般 財 源

33,062,766

7,804,000
（402,536,000）

              

141,426,000
（607,881,500）

翌年度への繰越
事業費繰越額

124,378,500
地籍調査事業費

３ 家畜保健衛
生費
 （P138）

４  農 　 地 　 費
１ 農地総務費

 （P140）
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２ 土地改良費
 （P142）

2,963,682,754
（3,586,047,754）
翌年度への繰越
事業費繰越額

804,717,052
農林水産業基盤
整備事業費

1,956,638,445
（2,570,416,922）
決算額の財源
内訳
分担金及び負担
金　 31,376,467
国庫支出金

1,252,464,272
繰　越　金

131,624,519
府　　　債

262,000,000
一 般 財 源

279,173,187

３万農家総元気づくり
事業

経営支援・担い手
育 成 課

農林水産業基盤整備事
業

（農村振興課）

（ ）

　貸付農地面積 44.6ha
（5）　農地と人のマッチング事業

　条件不利地の整備支援   　  ３件

３　執　　行　　額 133,343,966円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　    （うち補助金　130,761,200円）

１　施策の趣旨等
　「京の農業応援隊」や外部人材を活用し、伴走支援を強化することで、地域の担い手の　
多様なニーズに対応し、担い手の確保・育成と営農継続の支援を図る。

　　　　　　　　　　　指　標　　　　　 　　 　　　　　 目　標　　　　　実　績
　　農地の借受を希望する新規参入企業等の登録数　　 　　 10社　　　　　　15社
　　　　　　　　　　　　　　　

２　施策の実施状況
　農外企業の農業参入から経営の安定まで、ワンストップ相談窓口を設置し支援した。
　　訪問・相談件数　30社　82回
　　対象団体　一般社団法人京都府農業会議　　

３　執　　行　　額 4,000,000円
 　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　（補助金）

１　施策の趣旨等
　ブランド京野菜等の生産振興により、京都の農林水産業を未来につなげるため、生産基　 
盤を整備するとともに、生産の場である農山漁村地域の整備を推進する。

２　施策の実施状況
（1）　団体営農業農村整備事業

　ほ場、用排水路、農道等の農業基盤整備等について、地域の課題に応じてきめ細かに　　
支援することで、農家経営の安定と所得の増大を図った。
　　　  事　業　名　　 　  地区数　  　事 業 内 容　　　 　  事 業 費　　　  補 助 金
　農 地 中 間 管 理 機 構 ２地区 換　地　調　整　　 3,100,000円　  2,557,500円　関 連 農 地 整 備 事 業　　
　農 業 競 争 力 強 化 １ 土 地 利 用 調 整 500,000 400,000　農 地 整 備 事 業
　水 利 施 設 等 保 全 ３ 機 能 保 全 計 画 45,378,000 45,378,000　高　度　化　事　業  策　定　ほ　か
　農地耕作条件改善事業 ９ 区 画 整 理 ほ か 87,499,600 52,552,720
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科 目 予 算 現 額 決 算 額 主 要 な 施 策 施 策 の 実 施 状 況 と 成 果 等

円 円
　農業水路等長寿命化 ８地区 水利施設改修ほか　  86,500,000円 　 71,625,000円　・ 防 災 減 災 事 業
　　 　 　 計 23  222,977,600 172,513,220

（2）　府営農地中間管理機構関連農地整備事業　
　担い手への農地の集積・集約化を加速化するため、農地中間管理機構が借り入れてい　　
る農地について、区画整理等を実施した。
　 地　区　名 　　  　　着工　 　　  事 業 内 容　　　 　　    事 業 費　　　　　　　　　　　 年度
朝来中･舞鶴女布　　　　　　　　　  調 査 設 計 　　　　   10,000,000円  （舞　鶴　市）　　　　　－

　　　　　　　　　　　　　　　　　全　体　計　画　　　　　  令和元年度実施状況
　　　　　　　　　　　　　　  事業内容　　　    事 業 費　　事業内容 　　    事 業 費

下位田（綾 部 市） 　        元　 区画　 10ha 　 200,000,000円 実施設計 　    20,840,000円　  整理
　　計　２地区　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 　　 　　　　 　30,840,000円

（3）　府営農業競争力強化基盤整備事業
　ほ場、用排水路及び道路網を一体的に整備することで、農業の生産性を高め、農家所　　
得の安定を図った。
　　地　区　名 着工 　　　　全　体　計　画 　　　　　  令和元年度実施状況
　　　　　　　　　　　  年度　 事業内容　　　    事 業 費　　事業内容 　　    事 業 費

川　北（福知山市） 29 区画 　 21ha　 464,250,000円 区画整理   　 35,387,702円　  整理
上宇川（京丹後市） 29 〃 38 998,030,000 　  〃 61,417,461
女　布（　　〃　　） 26 〃 22 705,630,000 　  〃 99,964,310
湯屋谷（宇治田原町） 27 〃 10 578,300,000 　  〃 360,689,674
　　計　４地区   91 2,746,210,000  557,459,147

（4）　府営水利施設等保全高度化事業
　農業用の水利施設を計画的に維持補修することで、維持管理作業の軽減等による担い　　
手への農地集積を促進し、効率的な農業の推進を図った。
　　　地　区　名　　　 　　　　　   事 業 内 容　　　　 　　　　事 業 費
上桂川用水（亀  岡  市）　　　　　機能保全計画策定　　　　　   9,892,400円
野田川沿岸（与謝野町）　　　　　　　　  〃    14,969,000
野　田　川（　  〃  　）　　　　　　　　  〃   8,640,000
加悦・明石（　  〃  　）　　　　　　　　  〃   8,100,000
　　計　４地区　　　　 　　　 　　　　　　　　  41,601,400

（5）　府営水利施設等整備事業
　ライフサイクルコストの低減に資する機能保全計画の策定や地域の基幹的農業水利施　　
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農と環境を守る地域協
働活動支援事業

（農村振興課）

設の整備補修を実施することで、農業用水の安定的確保と維持管理労力の軽減を図った。

　　　地　区　名　　　　　　　　　  全 体 計 画　　　　　　令和元年度実施状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　  事　業　費    事業内容　　　　 　 事 業 費
綾部用水（福知山市・綾部市）　　 　183,880,000円 水 路 改 修　　　  22,539,600円

木津用水（木津川市） 446,000,000 水管理制御 187,842,400    施 設 改 修
　　計　２地区 629,880,000  210,382,000

（6）　府営農地耕作条件改善事業
　丹後国営開発農地でのスケールメリットを生かした高収益性作物の生産拡大や新たな　　
ブランド産地の形成及び次世代型農業経営者確保に向け農業基盤を整備し、大規模畑作　　
営農労力の軽減や生産条件の改善を図った。

　　　地　区　名　　　　　　　　　  全 体 計 画　　　　　　令和元年度実施状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　  事　業　費 　事業内容　　　　    事 業 費
丹後国営Ⅰ期６（京丹後市）　　　 　136,000,000円  学舎用地整備　　　 3,024,000円
丹後国営Ⅰ期８（　  〃  　） 60,000,000 土層改良ほか 10,260,000
　　計　２地区 196,000,000  13,284,000

３　執　　行　　額 1,045,370,709円

１　施策の趣旨等
　地域ぐるみでの地域資源の基礎的保全活動、質的向上活動や、農業用施設の長寿命化の　
ための活動を支援することで、農業・農村の持つ多面的機能の維持・発揮や、地域コミュ　
ニティの構築による「地域力の再生」を図る。

　指標：地域ぐるみで多面的機能の維持・発揮に取り組む面積　　　　　　　　　　　
　目標：17,000ha　　実績：15,861ha

　　　　　　　　 
２　施策の実施状況
（1）　農地維持支払交付金

　農地の保全、水路の泥上げ、草刈りなど地域資源の基礎的保全活動を支援した。
　事業実施組織に係る市町村　京都市ほか19市町
　事 業 実 施 活 動 組 織　　　　　  552組織
　取 　 組 　 面 　 積　　　　14,598ha
　事　　　　業　　　　費　  426,746,375円
　交　　　　付　　　　金　  320,059,781

（2）　資源向上支払交付金（共同活動）
　施設の軽微な補修や生き物調査による啓発、植栽活動等の地域資源の質的向上を図る　　
共同活動を支援した。
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科 目 予 算 現 額 決 算 額 主 要 な 施 策 施 策 の 実 施 状 況 と 成 果 等

円 円

３ 農地防災事
業費
 （P142）

2,257,373,367
（2,319,303,367）
翌年度への繰越
事業費繰越額

1,162,640,300
農林水産業基盤
整備事業費

902,296,720
（964,148,702）

決算額の財源
内訳
分担金及び負担
金　  28,188,180
国庫支出金

562,882,222

農林水産業基盤整備事
業

（農村振興課）

　事業実施組織に係る市町村　京都市ほか18市町
　事 業 実 施 活 動 組 織　 　　　　 518組織
　取 　 組 　 面 　 積　　　　13,977ha
　事　　　　業　　　　費　  240,238,978円
　交　　　　付　　　　金　  180,179,201

（3）　資源向上支払交付金（長寿命化）
　農地周りの農業用排水路、農道などの施設の長寿命化のための補修・更新等の活動を　　
支援した。
　事業実施組織に係る市町村　京都市ほか17市町
　事 業 実 施 活 動 組 織　　　　　 464組織
　取 　 組 　 面 　 積　　　　 13,935ha
　事　　　　業　　　　費　  514,295,273円
　交　　　　付　　　　金　  385,422,509

（4）　資源向上支払交付金（広域化・体制強化）
　事務負担の軽減や、予算運用の弾力化等のスケールメリットを生かし、集落間連携に　　
より活動を活発化するため、活動組織の広域化を支援した。
　事業実施組織に係る市町村　 綾部市ほか３市町
　事 業 実 施 活 動 組 織　　　　　　 ６組織
　事　　　　業　　　　費 　　　 280,000円
　交　　　　付　　　　金　　　  210,000

（5）　推進事務交付金事業
　京 都 市 ほ か 18  市 町　　 14,051,000円
　推　　進　　組　　織　　   8,984,000

３　執　　行　　額 911,267,736円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　（うち補助金　 908,906,491円）

１　施策の趣旨等
　ブランド京野菜等の生産振興により、京都の農林水産業を未来につなげるため、生産基盤
を整備するとともに、生産の場である農山漁村地域の整備を推進する。

２　施策の実施状況
（1）　団体営ため池等整備事業

　ため池等の農業用施設の改修及び農村防災施設の整備等を支援することで、農業用水の
安定供給を図り、災害を未然に防止した。
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繰　越　金
44,728,508

府　　　債
233,000,000

一 般 財 源
33,497,810

　　  事　業　名　　   地区数　 　 　  事 業 内 容　　　　 　  事 業 費　 　　補 助 金
　ため池等整備事業 １地区 樋　  門　   撤　   去　　6,633,000円　  6,433,000円
　調 査 設 計 事 業 ６ 実 施 計 画 策 定 ほ か 105,584,100 105,583,400
　農業水路等長寿命 13 ハザードマップ作成ほか 117,969,200 113,929,500
　化・防災減災事業
　　　　  計 20  230,186,300 225,945,900

（2）　府営ため池等整備事業
　老朽化した農業用ため池等について、改修を実施することで、農業用水の安定供給を図
り、災害を未然に防止した。
　　　　　施行場所　　　 　　 　　    事 業 内 容　 　　　　　　事 業 費
　豊 富 用 水 池 （福知山市） ため池改修　　　　　  37,400,000円
　福知山（その１） （　 〃　 ）　　　　　  〃　　　　　　　  56,428,000
　福知山（その２） （　 〃　 ）　　　　　  〃  3,618,000
　大 内 山 田 奥 池 （　 〃　 ）　　　　　  〃  11,707,000
　上　　桂　　川 （亀 岡 市） 頭首工改修 204,562,000
　段　　ノ　　池 （　 〃　 ） ため池改修 39,899,000
　昭　　和　　池 （　 〃　 ）　　　　　  〃   26,200,000
　川　　　　　口 （八 幡 市） 揚水機場改修 19,590,000
　大　　　　　山 （京丹後市） 農業用排水施設改修 35,283,000
　　　　菅 （　 〃　 ） ため池改修 4,900,000
　口　　　　　人 （南 丹 市）　　　　　  〃   51,164,000
　大　　保　　池 （　 〃　 ）　　　　　  〃  32,660,000
　　　　計　12地区  523,411,000

（3）　国営附帯府営農地防災事業
　国営農地防災事業で改修された排水機場へ流入する排水路の改修を実施することで、排
水効率の向上を図った。
　地　区　名　　　　　 全　体　計　画　　　　　　　令和元年度実施状況
　　　　　　　　  事 業 内 容　 　　   事 業 費　 　 事 業 内 容　　　  事 業 費
　巨椋池３期
　  京 都 市　　　 排水路改修　 2,352,156,500円　  排水路改修 　　54,816,000円　  宇 治 市　　　

（4）　団体営農業用施設保全管理事業
　農業用施設を維持するために必要となる修繕や国営排水機場の運転管理に要する経費を
支援することで、農業経営の安定化を図った。
　　  事　業　名 　　 地区数 　　  事 業 内 容　　　　 　事 業 費　　　　 補 助 金
　土地改良施設維持　 17地区 　土地改良施設補修　　97,500,000円　　29,250,000円　管理適正化事業
　基幹水利施設管理　 １　　　 基幹水利施設管理　　46,500,000　　　23,850,000　事業
　　　　計　　　　　 18　　　　　　　　　　　　　144,000,000　　　53,100,000
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科 目 予 算 現 額 決 算 額 主 要 な 施 策 施 策 の 実 施 状 況 と 成 果 等

円 円
（5）　小規模老朽ため池整備事業

　国庫補助事業の対象にならない小規模老朽ため池の整備を支援することで、農業用水の
安定供給を図り、災害を未然に防止した。
　　  地　区　名  　　　事 業 内 容 　  事 業 費　　　　 補 助 金
　上賀茂（京 都 市） 調  査  設  計　　  　4,290,000円　　  2,350,000円
　地蔵池（　 〃 　） 転落防止柵設置　　　  1,144,000　　　　 620,000
　　  計　２地区　　　　　　　　　　　　　　　　　  5,434,000　　　  2,970,000

（6）　農地防災施設管理保全事業
　地すべり防止区域の適正管理と土地利用の適正指導を行うため、区域内各対象施設の個
別施設計画策定に向けた施設調査を実施した。
　　  地　区　名  　　　事 業 内 容 　  事 業 費
　俵　野（京丹後市）　　　　　計画策定ほか            1,400,000円
　　園　  （和 束 町）　　　　　　　   〃 2,655,000
　　  計　２地区  4,055,000

３　執　　行　　額 902,296,720円

１　施策の趣旨等
　国営の農地開発事業、農地防災事業及び農地再編整備事業に要した費用を負担し、農業　
基盤の整備を進め、農業の振興を図る。

２　施策の実施状況
（1）　事業完了地区

　 （償還方式）
　国 営 農 地 開 発 事 業 丹後西部地区　平成12年度完了
　　　　     〃 丹後東部地区　平成14年度完了
　国営総合農地防災事業 巨椋池地区　平成18年度完了
　 （直入方式）
　国営農地再編整備事業 亀 岡 地 区　平成23年度完了

（2）　令和元年度事業概要（直入方式）
　国営緊急農地再編整備事業
　地 区 名 事業内容　　　　　　  　事 業 費
　亀岡中部 区画整理　　　 　  1,424,000,000円

（3）　府負担金の支払方法
　償還方式　元利均等年賦支払　13年償還（うち３年据置）
　直入方式　当該年度支払

５ 国直轄事業　　 
費負担金
 （P144）

254,999,000
（254,999,000）

254,998,338
（254,998,338）

決算額の財源
内訳
分担金及び負担
金 　　1,909,640
府　　　債

249,000,000
一 般 財 源

4,088,698

国直轄農業基盤整備事
業

（農村振興課）



― 155 ―

― 154 ―

５  林   業   費
１ 林業総務費

 （P144）
418,282,560

（1,791,911,560）
翌年度への繰越
事業費繰越額

3,469,000
林業「森世紀」
創造戦略事業費

414,657,870
（1,773,317,302）
決算額の財源
内訳
繰　入　金

339,080,310
繰　越　金

5,603,560
一 般 財 源

69,974,000

林業「森世紀」創造戦
略事業
（森の保全推進課）

３　執　　行　　額 254,998,338円

１　施策の趣旨等
　府内の森林資源が伐期を迎える好機を捉え、川下～川上の総合対策を実施することで、　
府内産木材の自給率アップによる府内完結型の木材産業体制の構築を図る。

　指標：府内の森林から生産される素材生産量 
　共通目標※：年間24.6万m3（令和５年度）　　　　　実績：年間13.7万m3

　　※林業「森世紀」創造戦略事業全体を通した共通目標

２　施策の実施状況
（1）　豊かな森を育てる府民税市町村交付金

　「森林の整備・保全」、「森林資源の循環利用」、「森林の多様な重要性についての府民　　
理解の促進」に寄与する市町村事業に対して支援を実施した。
　市 町 村 名　　　　　　　 　 事 業 内 容　 　　　　　 　　　　　    交 付 金
　京　都　市 北 山 杉 の 枝 打 ち 支 援 ほ か　　　　　103,996,000円
　福 知 山 市 放  置  森  林  の  整  備  ほ  か  13,202,000
　舞　鶴　市 里  山  環  境  整  備  支  援  ほ  か 10,892,000
　綾　部　市 林内路網の整備・出材支援ほか 7,559,000
　宇　治　市 危険木伐採・林内路網の整備ほか 13,504,000
　宮　津　市 林  内  路  網  の  整  備  ほ  か 4,161,000
　亀　岡　市 　 　 　 　 　 　〃 9,367,000
　城　陽　市 府内産木材を活用した宿泊施設の整備 6,119,000
　向　日　市 拡 　 大 　 竹 　 林 　 整 　 備 4,646,000
　長 岡 京 市 拡　大　竹　林　整　備　ほ　か 6,467,000
　八　幡　市 危　　険　　木　　伐　　採 5,658,000
　京 田 辺 市 府内産木材による案内板の設置  5,629,000
　京 丹 後 市 間  伐  材  搬  出  補  助  ほ  か 10,578,000
　南　丹　市 放  置  里  山  林  の  整  備  ほ  か 12,011,000
　木 津 川 市 府内産木材による木製家具の設置ほか 6,362,000
　大 山 崎 町 放　置　竹　林　の　整　備  2,095,000
　久 御 山 町 府内産木材による木製椅子等の設置 2,034,000
　井　手　町 危　　険　　木　　伐　　採 1,619,000
　宇治田原町 府内産木材による木製ベンチ等の設置ほか 2,361,000
　笠　置　町 高　　齢　　級　　間　　伐 1,400,000
　和　束　町 高　　齢　　級　　間　　伐　　ほ　　か  2,069,000
　精　華　町 拡   大   竹   林   整   備   ほ   か  6,879,560
　南 山 城 村 府内産木材による木製机等の設置 1,959,000
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科 目 予 算 現 額 決 算 額 主 要 な 施 策 施 策 の 実 施 状 況 と 成 果 等

円 円

新たな森林管理システ
ム市町村支援事業

森の保全推進課
林 業 振 興 課（ ）

　京 丹 波 町 間  伐  材  搬  出  補  助  ほ  か　　　　　　 6,044,000円
　伊　根　町 林　内　路　網　の　整　備 1,980,000
　与 謝 野 町 林  内  路  網  の  整  備  ほ  か 2,446,000
　　　計  251,037,560

（2）　京の森林文化を守り育てる支援事業
　社寺の森や名木古木、伝統行事資源を地域住民や保全団体が保全再生する活動等、京　　
の森林文化を次代に伝える取組に対して支援した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　補助金　29,315,000円

３　執　　行　　額 280,745,890円　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　　  （うち補助金　280,352,560円）

１　施策の趣旨等
　平成31年４月に施行された森林経営管理法に基づく、市町村による新たな森林管理システ
ムの取組を支援することで、適切な森林管理の実現を図る。

　指標：新たな森林管理システムの推進に必要な森林資源情報の整備 
　目標：34万ha（令和２年度まで）　　実績：12万ha

２　施策の実施状況
（1）　森林資源情報精度向上事業

　府内の人工林について、航空写真等のデジタルデータを活用し、森林資源情報の精度を
向上した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　事業費　　47,960,000円

（2）　市町村技術支援相談窓口設置事業
　市町村からの森林・林業に関する技術的な相談に対し、必要な助言を行うための相談窓
口を設置し、新たな森林管理システムの推進に寄与した。
　相談件数　　 602件　　　　　　　　　　　　　　　　事業費　　14,823,600円

（3）　森林経営管理市町村職員応援事業
　市町村職員を対象に、森林・林業に関する専門的な知識の習得を目的とした研修を実施
した。
　開催回数　　　７回
　参 加 者　延べ69人　　　　　　　　　　　　　　　    事業費　　  1,154,380円

３　執　　行　　額 63,937,980円　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　    　（うち委託料　63,859,420円）
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２ 林業振興費
 （P146）

540,070,000
（722,738,000）

翌年度への繰越
事業費繰越額

212,436,800
農林水産業基盤
整備事業費

207,365,665
（392,889,662）

決算額の財源
内訳
国庫支出金

65,816,449
繰　入　金

99,783,250
繰　越　金

11,297,000
一 般 財 源

30,468,966

森林環境譲与税基金積
立金
（森の保全推進課）

林業「森世紀」創造戦
略事業

府民総合案内・
相 談 セ ン タ ー
こども・青少年
総 合 対 策 室
経営支援・担い手
育 成 課
森の保全推進課
林 業 振 興 課
監 理 課
都 市 計 画 課
社 会 教 育 課

１　施策の趣旨等
　令和元年度から配分される森林環境譲与税を適切に管理するとともに、市町村による新た
な森林管理システムの取組を推進するため、「京都府森林環境譲与税基金」を設置する。

２　施策の実施状況
　京都府森林環境譲与税基金の設置及び積立てを行った。
　平成30年度末現在高　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 0円
　執行額（積立金）　 69,974,000
　（一般会計への繰出額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 63,937,980）
　令和元年度末現在高　 6,036,020

３　執　　行　　額 69,974,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （積立金）

１　施策の趣旨等
　府内の森林資源が伐期を迎える好機を捉え、川下～川上の総合対策を実施することで、　
府内産木材の自給率アップによる府内完結型の木材産業体制の構築を図る。

　指標：府内の森林から生産される素材生産量 
　共通目標※：年間24.6万m3（令和５年度）　　実績：年間13.7万m3

　　※林業「森世紀」創造戦略事業全体を通した共通目標

２　施策の実施状況
（1）　府内産木材需要拡大事業

　公共施設等での率先利用を進め、府内産木材の需要を拡大するとともに、木の魅力発　　
信を推進し、府内での府内産木材の利用を促進した。
ア　京都の木のまち拡大事業
（ｱ）　緑の木のまち拡大事業

　京都府産認証木材を使用して住宅等を建設した緑の工務店等に対し、認証木材の　　　　
使用量に応じて助成することにより、府内産木材の需要拡大を図った。
　建築戸数 233戸
　認証木材使用量 3,116㎥ 補助金 33,476,000円

（ｲ）　公募型木のまち拡大事業
　多数の府民等が利用する民間施設での府内産木材を利用した木造化や木質化を支援
した。
　整備箇所数　　　　　 ３箇所 補助金 13,113,000円

（ｳ）　木製品等導入支援事業
　多数の府民等が利用する民間施設での府内産木材を利用した木製品の導入を支援　　　　
した。
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科 目 予 算 現 額 決 算 額 主 要 な 施 策 施 策 の 実 施 状 況 と 成 果 等

円 円
　整備箇所数　　　　　 16箇所 補助金 7,465,000円

（ｴ）　府民利用施設等木質化事業
　府有施設の木質化や木製品の導入を実施し、府内産木材利用の啓発を行った。
　整備箇所数　　　　　 23箇所 事業費 16,994,851円

イ　京の森と木魅力発信事業
　森林の多様な重要性について府民の理解を深めるため、府内の林業や森と木の　　　
文化の発信を行った。  事業費 3,000,000円 

（2）　府内完結型木材産業構築事業
　府内完結型の木材産業体制の構築のため、木材加工流通施設等の整備を推進した。
ア　林業・木材産業等振興施設整備事業
　府内産木材の振興を図るため、製材施設等の整備を支援した。　　　　　　　 
　整備施設　　　　　　　  １箇所 補助金 14,896,000円

イ　CLT普及促進事業
　CLTの普及促進を図るため、設計や建築技術、製造方法等についての講習会や現地研
修を実施するとともに、CLTを使用した建築物の設計や施工に係る相談窓口の設置を支
援した。  委託費 635,800円

（3）　木材生産パイオニア事業
　丹波広域基幹林道の沿線エリアを中心に木材の集中搬出を実施し、先進的施業のモデ　　
ル的な取組を進めることで、里山保全活動の推進や地域産業の振興に寄与した。
ア　間伐対策事業
　路網整備や機械整備等を支援し、効率的な間伐実施と間伐材の出材に寄与した。
　間伐面積　　　　　　 71.55ha
　林業機械導入件数　　　  １台
  補助金 64,816,449円

イ　豊かな森を育てる府民税を活用した森林の整備・保全事業
（ｱ）　府民参加型里山ふれあい事業　　　　

　放置され荒廃した森林において、地域住民、ボランティア団体、NPO法人が里山
保全活動を行うための基盤整備を実施した。 事業費 31,070,265円

（ｲ）　伝統工芸の森プロジェクト事業
　文化財の修復に使用する漆等のパイロット採取園を造成するとともに、担い手対　　　　
策、漆に関する普及啓発を実施することにより、産地化の推進と安定供給体制の構　　　　
築に寄与した。  事業費 2,210,076円　

ウ　林業事業体支援・出材体制強化事業
　森林組合連合会が実施する高性能林業機械のレンタルの取組等を支援することで、　　　
林業事業体の原木安定供給体制の強化に寄与した。 補助金 8,647,000円

エ　低コスト木材生産体制づくり事業
　伐採から再造林までの低コスト化による木材生産量の増加を図るため、森林組合・木
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京都モデルフォレスト
推進事業
（森の保全推進課）

豊かな森林継承事業
（森の保全推進課）

材生産業者等で構成する「地域木材生産連絡調整会議」を開催し、複数事業体の協業、
一貫作業体制の試行に向けた事業者への助言等を行った。
  事業費  332,217円

３　執　　行　　額 198,490,881円　　　　　
　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　 　   （うち補助金　145,092,979円）

１　施策の趣旨等
　森林所有者、ボランティア団体、NPO、企業、大学、行政等の様々な分野が連携した地
域組織を設置し、府民参画、府民協働による多様な森づくりを推進するとともに、公益社団
法人京都モデルフォレスト協会が行う企業参加の森づくりや活動団体のネットワーク化等の
取組と連携し、府民みんなで京都の森を守り育む「京都モデルフォレスト」運動を推進する。

　　　　　　　　指　標　　　　　　　　 目　標 　　　 　   実　績
　モデルフォレスト運動への参加人数　　 18,800人　　　　 13,012人

２　施策の実施状況
　活動主体間の連携やネットワーク化、森林ボランティアリーダーの育成等の支援を行い、
京都府豊かな緑を守る条例に基づく森林づくりの推進等を図ることにより、様々な主体の参
加を促進した。

３　執　　行　　額 2,874,784円

１　施策の趣旨等
　全国育樹祭開催テーマである「森林資源の有効活用」、「府民参加の森づくりの推進」、「次
世代の担い手の育成」の実現を目指し、テーマに沿ったイベントを実施し、育樹祭を契機に
高まった次世代への森林継承の気運のさらなる醸成を図る。

２　施策の実施状況
（1）　第３回Woodyコンテスト

　循環型社会の実現を目指し、府内産木材を活用した製品のアイデアを競うコンテストの
開催等により、森と木の文化を継承し、森林資源の幅広い利活用の推進に寄与した。
ア　コンテストの実施
　応募　64作品
　入賞　木造住宅部門　13作品　木製家具部門　７作品

イ　農林水産フェスティバルでの「第3回Woodyコンテストブース」の設置
　　　　　　開催期間 　　　　　　　　　　　　 場　所
　令和元年11月30日～ 12月１日　　京都府総合見本市会館（パルスプラザ）
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科 目 予 算 現 額 決 算 額 主 要 な 施 策 施 策 の 実 施 状 況 と 成 果 等

円 円

４ 造  林  費
 （P148）

1,095,472,434
（1,201,234,434）
翌年度への繰越
事業費繰越額

336,112,000
農林水産業基盤
整備事業費

740,382,679
（845,183,090）

決算額の財源
内訳
国庫支出金

519,190,000
繰　入　金

9,438,355
繰　越　金

82,090,442
府　　　債

127,000,000
一 般 財 源

2,663,882

農林水産業基盤整備事
業

（林業振興課）

（2）　森林づくり体験会in「STIHLの森京都 20th新緑祭」の開催
　府民参加の森づくりを一層推進するため、STIHLの森京都開園20周年記念イベントと
して、森づくり体験イベントや京都モデルフォレスト運動のPRを実施
　　　 開 催 日　　　 　　　　　場　　所　　　　　　　 参加者
　令和元年５月３日　　　 　STIHLの森京都 　　　　　   849人

（3）　第３回京都山キッズ交流会
　緑の少年団及び京都モデルフォレスト運動参画企業社員の子どもたちが一堂に会し、森
林・自然体験活動を通じて交流を深めることで、次世代の森林の担い手である青少年の育
成に寄与した。
　　　 開 催 日　　　 　　　　　場　　所　　　　　　　 参加者
　令和元年10月22日　　　府立丹波自然運動公園　　　     186人

３　執　　行　　額 6,000,000円

１　施策の趣旨等
　森林の持つ公益的機能の維持増進、森林資源の充実、地域林業の振興を図るため、地域森
林計画及び市町村森林整備計画に即して森林整備等を実施する。

２　施策の実施状況
（1）　造林推進事業

　森林の有する多面的な機能の維持・増進を図り、森林環境の保全に資する森林整備を実
施した。
ア　人工造林及び除間伐、枝打ち等の保育作業
イ　保全すべき松林での衛生伐
ウ　シカ等の有害鳥獣による造林木の被害を防止するための防護柵の設置等
　　　事　業　名　　　　 造林面積　 保育面積　　　　    事 業 費　　　　 補 助 金
　森林環境保全直接支　　 39.95ha　 1,061.05ha　 1,648,441,948円　 660,599,427円　援事業
　環境林整備事業　　　　　  -  71.89 27,405,467 10,962,324
　特定森林再生事業　　　　  -  2.71 1,973,872  789,551
　花粉発生源対策推進 　　　2.06　　　　　-  6,646,706 2,658,684　事業
　　　　　計 42.01 1,135.65 1,684,467,993  675,009,986

（2）　森林施業省力化促進事業
　森林資源の造成、国土の保全、水資源の確保等を図るため、安全かつ効率的な森林施業
の実施に必要な森林施業路の開設を実施した。
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林業「森世紀」創造戦
略事業

（林業振興課）

　施業路開設　　　　　　　　798m
（3）　いのちと環境の森づくり事業

　放置された人工林等を対象に、環境保全の視点から間伐を軸にした森林整備を促進す　　
る。
ア　森林適正整備推進事業
　長伐期施業への移行を通じて森林の持つ多面的機能を高度に発揮させるため、緊急　　　
に間伐が必要な長伐期施業地における６～ 12齢級の人工林の間伐等森林整備を行った。
　間　　　伐　　　　　　 81.67ha
　間伐材搬出　　　　　 1,233.59m3

イ　放置竹林拡大防止等事業 
　放置され周辺森林に侵入拡大した竹林を伐採整理することにより、森林の健全な育　　　
成を図った。
　侵入竹林の整理伐　　　　0.98ha
　整理伐後の刈払　　　　　7.55

３　執　　行　　額 724,630,884円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　    （うち補助金　695,800,086円）

１　施策の趣旨等
　府内の森林資源が伐期を迎える好機を捉え、川下～川上の総合対策を実施することで、　
府内産木材の自給率アップによる府内完結型の木材産業体制の構築を図る。

　指標：府内の森林から生産される素材生産量 
　共通目標※：年間24.6万m3（令和５年度）　　　　　　　　   実績：年間13.7万m3

　　※林業「森世紀」創造戦略事業全体を通した共通目標

２　施策の実施状況
（1）　健やかな森林づくり事業

　豊かな森を育てる府民税を活用し、確実な資源造成を行い森林の機能維持を図るとと　　
もに、植栽樹種等の転換による花粉症対策等の取組を促進した。
　植栽面積　　　　4.16ha 補助金 7,727,905円

（2）　苗木供給体制整備事業
　今後の森林造成に必要な優良種苗の確保のため、花粉の少ないスギの苗木の安定生産　　
に向けた採種園の造成を行った。　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　造成面積　　　　0.39ha 事業費 3,552,350円

（3）　環境林造成モデル事業
　伐採跡地における多様な樹種の植栽、獣害対策及びコスト縮減に向けて造成したモデル
林のモニタリングを実施した。
 事業費 408,100円
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科 目 予 算 現 額 決 算 額 主 要 な 施 策 施 策 の 実 施 状 況 と 成 果 等

円 円

５ 林  道  費
 （P148）

６ 治　山　費
 （P150）

100,876,224
（151,855,224）

翌年度への繰越
事業費繰越額

35,260,000
農林水産業基盤
整備事業費

5,127,368,127
（5,411,057,127）
翌年度への繰越 

62,578,695
（113,552,525）

決算額の財源
内訳
国庫支出金

51,723,240
繰　越　金

840,105
府　　　債

10,000,000
一 般 財 源

15,350

2,938,955,037
（3,222,222,892）
決算額の財源
内訳

森林災害緊急整備事業
（林業振興課）

農林水産業基盤整備事
業
（森の保全推進課）

農林水産業基盤整備事
業
（森の保全推進課）

３　執　　行　　額 11,688,355円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （うち補助金　7,727,905円）

１　施策の趣旨等
　平成30年台風21号により倒伏や折損等の被害を受けた森林において、被害木を伐倒及び　
集積し、再造林に向けた環境を整備する。

２　施策の実施状況
　被害木の伐倒・集積　8.67ha

３　執　　行　　額 4,063,440円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 　　   （補助金）

１　施策の趣旨等
　林業生産基盤である林内路網等を整備・拡充し、木材搬出コストの縮減による生産拡大を
図り、林業振興等山村地域の活性化に寄与するとともに、併せて健全な森林の造成・管理を
推進することにより、森林の多面的機能を最大限に発揮させる。

２　施策の実施状況
（1）　森林管理道開設事業

　　路 線 名　　　　　延　長　　　  事 業 費　　　　 補 助 金
　月ヒラ長老　 　 　3,800m　　25,000,000円　　16,800,000円（路線測量）

（2）　林道改良事業
　　路 線 名　　        実施主体　 　延　長　　　   　事 業 費　　　　  補 助 金
　久 多 尾 越　 　　京 都 市　　　  380m　　  21,754,900円　　 11,470,195円
　他   10   路線 　 　　　　　　　 　   450 　　 　61,264,700　　　 32,628,500
　計   11   路線　　　　　 　　　　     830　　 　 83,019,600　　　 44,098,695

３　執　　行　　額 62,578,695円

１　施策の趣旨等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　保安林等において天然現象に起因する荒廃地や荒廃森林を復旧整備し、森林の多面的公益
的機能を最大限に発揮させ、下流の都市や集落などの保全対象に被害を与える災害等の発生
を未然に防止する。
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事業費繰越額
2,159,274,373

農林水産業基盤
整備事業費

1,799,838,016
災害に強い保安
林整備事業費

261,318,667
林業「森世紀」
創造戦略事業費

98,117,690

国庫支出金
913,670,163

繰　入　金
74,631,210

繰　越　金
196,996,383

府　　　債
1,753,000,000

一 般 財 源
657,281

２　施策の実施状況
（1）　復旧治山事業

　天然現象等により林地に生じた崩壊地、荒廃渓流等で現に下流の都市や集落に被害を与
え、又は、与えるおそれがあって流域保全上重要な箇所及び公共の利害に密接に関係し、
放置し難い箇所に重点を置き、復旧工事を実施した。　
　　施 行 箇 所　　　　　　 　　　 　　事 業 費　　　　 　 　工 事 概 要
　亀岡市本梅町平松滝ヶ谷　　　　　11,321,120円 治山ダム工 １基ほか
　福知山市堀森垣（その3）  33,000,000 　　〃 １基ほか
　ほか14箇所 460,891,010
　　　　計　16箇所 505,212,130

（2）　緊急予防治山事業及び予防治山事業
　天然現象等に起因する崩壊の可能性が濃厚な林地で、下流に被害を与えるおそれがあり、
流域保全上重要な箇所及び公共の利害に密接な関係を有し、特に危険度が高く、放置し難
い箇所に重点を置き、予防治山工事を実施した。
　　施 行 箇 所　　　　　　 　　　 　　事 業 費　　　　 　 　工 事 概 要
　京都市左京区花八瀬秋元町　　　　14,631,000円 　　山腹工 0.35haほか
　与謝野町幾地（新宮）  13,165,230 　　流路工 155mほか
　ほか24箇所 497,559,988
　　　計　26箇所 525,356,218

（3）　奥地保安林保全緊急対策事業
　奥地水源地域等の荒廃地や荒廃森林において、流域全体にわたる水源かん養機能や土砂
流出防止機能を高度に発揮させるため、治山施設及び森林整備を一体的に実施した。
　　施 行 箇 所　　　　　　 　　　 　　事 業 費　　　　 　 　工 事 概 要
　宇治田原町南　　　　　　　　　　24,997,080円 治山ダム工 １基ほか
　亀岡市東本梅町大内大谷山 19,566,400 　　〃 １基ほか
　ほか２箇所 44,587,606
　　　計　４箇所  89,151,086

（4）　安心・安全の森整備事業
　暮らしの安心・安全を守る水源かん養や土砂流出防備機能など森林の持つ公益的機能を
高度に発揮させるため、公益性の高い保安林の改良及び保育を実施した。
ア　保安林改良事業
　　施 行 箇 所　　　　　　 　　　 　　事 業 費　　　　 　 　工 事 概 要
　福知山市奥野部　　　　　　　　  8,498,220円 本数調整伐　  11.60haほか
　京都市右京区京北比賀江町 4,483,834 　　〃　　　 6.06haほか
　　　計　２箇所 12,982,054

イ　保育事業
　　施 行 箇 所　　　　　　 　　　 　　事 業 費　　　　 　 　工 事 概 要
　京丹波町本庄　　　　　　　　　  5,099,920円 本数調整伐 5.38haほか
　ほか２箇所 12,404,915
　　　計　３箇所 17,504,835
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科 目 予 算 現 額 決 算 額 主 要 な 施 策 施 策 の 実 施 状 況 と 成 果 等

円 円

災害に強い保安林整備
事業
（森の保全推進課）

（5）　単費自然災害防止事業
　保安林等において異常気象等天然現象により崩壊が発生し、又は、発生するおそれのあ
る箇所及び治山施設災害のうち公共災害の対象とならない箇所で、特に緊急を要する箇所
について防止工事を実施し、災害の未然防止を図った。
　　施 行 箇 所　　　　　　 　　　 　　事 業 費　　　　 　 　工 事 概 要
　京丹後市丹後町間人　　　　　　　17,523,000円 消波ブロック製作、設置 100個
　舞鶴市上福井 3,320,000 　調査設計 １式
　ほか22箇所 113,136,760
　　　計　24箇所 133,979,760

（6）　災害に強い森づくり事業
　台風、集中豪雨等により荒廃した森林及び渓流において、荒廃の拡大又は土砂、流木等
の流出による再度被害を防止するため、森林の整備、治山施設の設置等を通じて災害に強
い森の整備を図った。 
　　施 行 箇 所　　　　　 　　　　 　　事 業 費　　　　 　 　工 事 概 要
　南丹市日吉町志和賀渋谷　　　　　10,000,000円 　　山腹工 0.36haほか
　ほか８箇所 96,005,436
　　　計　９箇所 106,005,436

３　執　　行　　額 1,800,603,694円

１　施策の趣旨等
　近年の豪雨災害による流木被害等に対応し、安心・安全な地域づくりを推進するため、保
安林における間伐等の森林整備及び治山施設の整備等を実施することで、災害の未然防止を
図る。

２　施策の実施状況
（1）　保安林危険木重点事業

　山地災害危険地区において、現地状況を把握し事業実施の優先度を判定するための危　　
険度診断を府内全域で実施し、優先度の高い地区から間伐等の森林整備や流木捕捉工及　　
び治山ダム工等の設置を実施し、山地災害の未然防止を図った。
　　施 行 箇 所　　　　　　　　　 　　事 業 費　　　　 　 　工 事 概 要
　舞鶴市長谷 　　　　　　　　　　　31,688,340円　　本数調整伐　　18.16haほか
　京都市左京区鞍馬貴船町 　　　　　22,148,300　　　治山ダム工　　　   1基ほか
　ほか36箇所 332,852,462
　　　計　38箇所 386,689,102
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林業「森世紀」創造戦
略事業
（森の保全推進課）

（2）　未来へつなぐ安心・安全の森づくり事業
　荒廃が進行した保安林等において、豊かな森を育てる府民税を活用し、地域住民と一体
となって、流木の原因となる危険木を除去し、災害の未然防止を図った。
　　施 行 箇 所　　　　　　　　　 　　事 業 費　　　　 　 　工 事 概 要
　京都市西京区大原野出灰町　　　　 1,553,200円 危険木除去ほか
　京丹後市久美浜町金屋　　　　　　　 990,000　　　　　　　　〃
　ほか41箇所 104,537,000
　　　計　43箇所 107,080,200

３　執　　行　　額 496,607,702円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （うち工事請負費　419,634,098円）

１　施策の趣旨等
　府内の森林資源が伐期を迎える好機を捉え、川下～川上の総合対策を実施することで、府
内産木材の自給率アップによる府内完結型の木材産業体制の構築を図る。

　指標：府内の森林から生産される素材生産量 
　共通目標※：年間24.6万m3（令和５年度）　　　　　　　　実績：年間13.7万m3

　　※林業「森世紀」創造戦略事業全体を通した共通目標

２　施策の実施状況
（1）　人と森をつなぐ環境整備事業　　

　豊かな森を育てる府民税を活用し、公共治山施設周辺において府内産木材を活用した森
林管理環境を整備し、地域による持続的な森林管理を促進した。
　　施 行 箇 所　　　　　　　　　 　　事 業 費　　　　 　 　工 事 概 要
　与謝野町加悦奥　　　　　　　　　　 371,800円 木製階段工ほか
　ほか38箇所 22,730,340
　　　計　39箇所 23,102,140

（2）　災害防止森林整備事業
　倒木や表土の流出により人家等に被害を与えるおそれがある区域において、危険木の除
去や簡易防災施設の設置により、災害の未然防止を図った。
　　施 行 箇 所　　　　　　　　　 　　事 業 費　　　　 　 　工 事 概 要
　京都市北区雲ヶ畑中津川町　　　　 1,632,400円 危険木除去ほか
　宇治市炭山底広 　　　　　　　　　　 776,000　　　　　　　　〃
　ほか３箇所 19,431,810
　　　計　５箇所 21,840,210

３　執　　行　　額 44,942,350円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  （うち工事請負費　43,194,140円）
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科 目 予 算 現 額 決 算 額 主 要 な 施 策 施 策 の 実 施 状 況 と 成 果 等

円 円

８ 狩　猟　費
 （P152）

444,989,900
（488,059,000）

433,972,125
（476,177,777）

決算額の財源
内訳
国庫支出金

349,815,200

災害関連緊急公共治山
事業
（森の保全推進課）

災害関連緊急単独治山
事業
（森の保全推進課）

有害鳥獣総合対策事業
（農村振興課）

１　施策の趣旨等
　平成29年台風21号、平成30年７月豪雨等により被災した人家裏等における山腹崩壊等防
止や、山地における荒廃の拡大又は土砂、立木等の流出による二次災害の防止のため、治山
施設の設置・森林の整備等の減災対策を実施し、府民の安心・安全の早期確保を図る。

２　施策の実施状況
　施 行 箇 所　　　　　　　　 　　 　　事 業 費　　　　 　 　工 事 概 要

　京丹後市丹後町袖志　　　　　　　　77,998,980円 治山ダム工　　２基ほか
　ほか４箇所  145,028,111
　　　計　５箇所 223,027,091

３　執　　行　　額   223,027,091円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （うち工事請負費　206,586,920円）

１　施策の趣旨等
　平成29年台風21号、平成30年７月豪雨等により被災した人家裏等における山腹崩壊等防
止や、山地における荒廃の拡大又は土砂、立木等の流出による二次災害の防止のため、採択
要件上公共事業の対象とならない小規模な荒廃山地において、治山施設の設置・森林の整備
等の減災対策を実施し、府民の安心・安全の早期確保を図る。

２　施策の実施状況
　施 行 箇 所　　　　　　　 　　　 　　事 業 費　　　　 　 　工 事 概 要

　舞鶴市田井　　　　　　　　　　　　39,864,000円 山腹工　　　0.31haほか
　亀岡市宮前町宮川水谷 35,951,300 治山ダム工　　２基ほか
　ほか29箇所 297,958,900
　　　計　31箇所 373,774,200

３　執　　行　　額 373,774,200円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （うち委託料　183,206,140円）

１　施策の趣旨等  
　野生鳥獣による農林業等の被害を防止するため、有害鳥獣の捕獲や地域ぐるみの防除対　
策、生態系の保全を行うなど、幅広い取組を総合的に推進する。

　指標：農作物被害額　
　目標：180百万円以下（令和３年度まで）　　実績：274百万円
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繰　越　金
143,000

一 般 財 源
84,013,925

             　

豚コレラ予防対策強化
事業

（農村振興課）

農林水産業共同利用施
設災害復旧事業

（農村振興課）

２　施策の実施状況
　市町村の実情に応じた総合的・効果的な有害鳥獣捕獲防除施設の設置、生息環境整備等　
に対して助成し、被害の軽減を図った。
　　　実施市町村　　　　　　　　  事 業 費　 　　　　  補 助 金
　京都市ほか24市町村　 　　　 547,420,648円　　　403,593,610円

３　執　　行　　額 433,610,625円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（うち補助金　403,621,610円）

１　施策の趣旨等  
　府内主要養豚農場におけるCSF（豚熱）の感染リスクを低減させるため、ウイルスを媒介
する可能性がある野生いのししの捕獲を強化する。

　　
２　施策の実施状況
　市町村名　　　事 業 量　　　  　 事 業 費　　　　　 補 助 金
　南 丹 市　　　　　 ３頭　　　　 34,500円　　　　  28,500円
　京丹波町 20 230,000 190,000
　　  計 23 264,500  218,500

３　執　　行　　額 218,500円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （補助金）

１　施策の趣旨等  
　平成30年７月豪雨により被災した鳥獣侵入防止施設などの共同利用施設の復旧を支援す　
ることで、早期の野生鳥獣被害防止機能の回復を図る。

　　
２　施策の実施状況
　市町村名　　　　　事業内容　　　　　  事 業 費　　　　　 補 助 金
　舞 鶴 市　　　鳥獣侵入防止施設　　　 446,424円　　 　　143,000円

３　執　　行　　額 143,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （補助金）



― 168 ―

科 目 予 算 現 額 決 算 額 主 要 な 施 策 施 策 の 実 施 状 況 と 成 果 等

円 円
６  水 産 業 費
２ 水産振興費

 （P154）
60,746,000

（181,783,000）
42,449,000

（157,012,045）
決算額の財源
内訳
国庫支出金

817,500
府　　　債

15,000,000
一 般 財 源

26,631,500

農林水産業基盤整備事
業

（水  産  課）

未来へ羽ばたく京都の
漁業を育てる事業

（水  産  課）

１　施策の趣旨等
　府内の各河川等において、16漁業協同組合が実施する種苗放流事業を支援し、内水面の水
産資源の増殖を図るとともに、栽培漁業と資源管理等に必要な施設等を設置、又は設置に要
する経費を支援することにより沿岸漁業の振興を図る。

２　施策の実施状況
（1）　漁業振興対策事業

ア　河川種苗放流事業
　河川等での水産資源を継続的に利用する上で不可欠なアユ等の種苗放流を促進し、水
産資源の増殖を図った。　　　　　　　　　　　　　　 
　種苗放流　　ア　  ユ　　1,761千尾　　　ハ　　　　 エ　　 20千尾
　　　　　　　フ　  ナ　　　 86　　　　　マ　  ス 　 類　　163
　　　　　　　ウ ナ ギ　　　 20　　　　　カワヨシノボリ　　 10

イ　栽培海域開発事業
　事業種目　　　　事 業 主 体　　　    事 業 費 　 　　　 事 業 内 容
　漁場造成　　伊　　　根　　　町　 3,232,440円　　原木魚礁　868セット
　　  〃　　　 京都府漁業協同組合　 1,614,600　　　 　 〃 　 　420
　　  計　　　　　　　　　　　　　  4,847,040

３　執　　行　　額 22,158,000円

１　施策の趣旨等
　府内産水産物の生産・流通拡大、次世代の担い手の育成により、漁業・漁村の活性化を図る。

　　　　指　標 　　　　　 　 　　目　標　　　　　　　　  実　績
　漁業新規就業者数　　　　　　　  50人　　　　　　　　　 44人
　丹後とり貝養殖生産量　　　　　  30万個　　　　　　　  18.4万個

２　施策の実施状況
（1）　京都産水産物生産･流通拡大事業

　生食用カキの試験生産を実施したほか、トリガイ養殖施設等の生産設備の導入や地産地
消の取組、試作品開発等を支援し、府内産水産物の生産・流通拡大を推進した。
　　　  事業主体　　　　 　　事業内容　 　　　 　　　  事 業 費　　　　  補 助 金
　　　　　府　　　　　生食用カキ生産試験　 　　　    1,000,000円
　京都府漁業協同組合　トリガイ養殖筏の導入ほか　　30,958,585　　　 13,294,000円
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（2）　漁業・漁村の未来を担う若い漁業者育成事業
　「海の民学舎」において、海の民学舎生や若手・中堅漁業者の経営力向上のための講　　
座を実施するとともに、新規就業者の経営開始や漁村定住に係る相談・指導員を配置した。

３　執　　行　　額 15,809,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 （うち補助金　14,809,000円）

１　施策の趣旨等
　平成30年台風21号で被災した定置網等の復旧を支援することで、早期の事業再開を図る。

２　施策の実施状況
　市町村名　　件数　　　　  事 業 費　　　　　   補 助 金
　伊 根 町　　２件　 　　43,574,534円　　　　4,482,000円　

３　執　　行　　額 4,482,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　    （補助金）

１　施策の趣旨等
　府が管理する漁港施設の維持管理をすることで、漁業生産の活動の場となる機能の維持増
進を図る。

２　施策の実施状況
　　漁港名　　　　　　　　　　事 業 内 容　　　　　　　 　 　   事 業 費
　　舞　鶴　　　　維持管理工事、資材購入費等　一式 　 　　　5,226,803円
　　中　浜　　　　　　　　　　　　〃 　 　　　　　　　　　　2,281,284
　　　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 7,508,087

３　執　　行　　額 7,508,087円

１　施策の趣旨等
　漁港の計画的な整備により、安全で効率的な水産物供給体制の整備及び水産資源の生息環
境の保全・創造に資するとともに、漁村環境の整備により、漁村の良好な生活環境の形成を
図る。また、高潮、波浪等による災害及び海岸侵食に対処するため、海岸保全施設整備の計
画的な推進を図る。

定置網等漁具災害復旧
事業

（水  産  課）

農林水産業基盤整備事
業

（水  産  課）

農林水産業基盤整備事
業

（水  産  課）

7,508,087
（8,262,087）

決算額の財源
内訳
繰　越　金

2,895,100
一 般 財 源

4,612,987

420,082,520
（466,498,765）

決算額の財源
内訳
分担金及び負担
金     29,418,840
国庫支出金

209,838,060

9,400,000
（10,154,000）

翌年度への繰越
事業費繰越額

1,787,013
農林水産業基盤
整備事業費

545,579,293
（592,001,293）

翌年度への繰越
事業費繰越額
    125,496,773

農林水産業基盤
整備事業費

７ 漁港管理費
 （P158）

８ 漁港建設費
 （P158）
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科 目 予 算 現 額 決 算 額 主 要 な 施 策 施 策 の 実 施 状 況 と 成 果 等

円 円
２　施策の実施状況
（1）　漁港施設の現況

ア　漁　　港　　数　　33港 （1種20、２種11、３種１、４種１）
イ　漁港施設の延長
 ｛ 防　　波　　堤　　　　　9,622.8m
　外 か く 施 設    導流堤、防砂堤等 4,748.3
    護　　　　　岸 20,454.8
 ｛ 岸　　壁　　等  6,193.7
　け い 留 施 設    物　　揚　　場  4,887.4
    船　　揚　　場 3,523.4
　　　　計 　　　　　　　　　　　　 49,430.4

（2）　事業概要
ア　水産物供給基盤機能保全事業
　漁港名　種別　事業主体　　施行場所　　　 　   工種・数量 　　　　 　 事 業 費
　舞　鶴  ３ 府 舞　鶴　市 保全工事 一式　　 147,094,200円   下安久ほか
　中　浜 ４ 〃 京 丹 後 市　　　　　　 〃  56,367,520   丹後町中浜
　浅茂川 ２ 京丹後市 京 丹 後 市　　　　　　 〃  12,000,000　   網野町浅茂川
　本　庄 ２ 伊根町 伊根町蒲入　　　　　　 〃  68,380,040
　　計 ４港     283,841,760

イ　海岸保全事業
　漁港名　種別　事業主体　　施行場所　　　 　   工種・数量 　　　　 　 事 業 費
　竜宮浜 ２ 舞鶴市 舞鶴市野原 高 潮 対 策 工 事　　　56,214,000円   宮津市脇、中村
　栗　田 ２ 宮津市 小寺、上司、中津 　　　　〃  90,241,000   小 田 宿 野
　　泊 １ 伊根町 伊 根 町 泊 老 朽 化 対 策 工 事 7,797,000
　伊　根 ２ 〃 伊根町日出 護 岸 56m 118,218,000
　　計 ４港     272,470,000

ウ　漁村再生交付金事業
　漁港名　種別　事業主体　　施行場所　　　 　   工種・数量 　　　　 　 事 業 費
　成　生 １ 舞鶴市 舞鶴市成生 物揚場・護岸 一式　　   22,510,000円

エ　漁業集落環境整備事業
　漁港名　種別　事業主体　　施行場所　　　 　   工種・数量 　　　　 　 事 業 費
　成　生 １ 舞鶴市 舞鶴市成生  設計 一式　　　  4,301,000円

繰　越　金
7,723,733

府　　　債
172,000,000

一 般 財 源
1,101,887
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　田　井 ２ 〃 舞鶴市田井 保全工事 一式 15,799,000
　伊　根 ２ 伊根町 伊根町伊根 測量設計・保全工事 一式 28,268,360
　本　庄 ２ 〃 伊根町本庄 計画策定 一式 4,136,000
　新　井 ２ 〃 伊根町新井 　　　　 〃  3,540,000
　浦　島 ２ 〃 伊根町本庄浜 　　　　 〃  3,640,000
　　計 ６港      59,684,360

オ　漁港機能増進事業
　漁港名　種別　事業主体　　施行場所　　　 　   工種・数量 　　　　 　 事 業 費
　中　浜 ４ 府 京丹後市中浜 防　　　波　　　堤　　   52,200,000円

３　執　　行　　額 420,082,520円






